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　全体として見て，ザクセン政府の政策は，少数の例外を除けば，同じ時期
のプロイセン政府および帝国政府のそれよりもなお一層保守的であった．し
たがって，ザクセン王国は，すでに何度も言及したように，その政府が帝国
政府より大多数は一層自由主義的であった，他の多くのドイツ諸邦と異なっ
ていた．ザクセンにおける社会民主党の異常に大きな選挙得票は，ザクセン
＊　Gerharcl　Schrnidt，　“Die　Zentralverwaltung　Sachsens　von
LetQPis，　B，　Bd，　27，　1980，　S，　130－134，
1831　bis　1919”，　in：
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の社会経済的人口構成だけから説明されるものではなく，それは同時に，ザ
クセン政府のとくに反動的な政策に対する一つの回答でもあったのである．
　このことは大臣たちについてばかりでなく，中級および下級官庁において
よりはしばしば一層時代遅れの官吏．が任命された中央行政全体に，当ては
まった．1918年までザクセンの中央行政を支配していた精神について，内務
省に長年勤務していた2人置ブルジョア民主主義的政治家が，回想録におい
て非常に分かりやすい叙述を残している，王国最後の内務大臣ヴァルター・
コッホ博士は次のように書いている．「ザクセンの高級行政官吏の標語は調
和と伝統であった．何世代にもわたって彼らの先祖の多くは，すでに高い行
政的地位に就いており，大臣でさえあった．彼らは，まったく誠実な，教養
のある，大抵は非常に賢明でもあるが，変化を好まず，極端に保守的で，時
代の動向を内心では拒否している人々であった．彼らは自分を，時代という
車におけるディファレンシャルとしてではなく，ブレーキと考えてい
た．・…・・私は，〔内務〕省という機構の構造的欠陥がどこにあるかが，すぐに
分かった．〔内務省の〕報告参事官（Vortragender　Rat［84］）1まこの邦の年配の
郡長たちから大多数は補充されるが，この戸長たちはその最大の力をこの段
階ですでに出し尽くしており，彼らが中央官庁にはいってくる時には，大体
50才になっている．それからでは彼らには一定の休息が必要であり，もはや
彼らは主導権を大いに発揮することはできない．しかしながら，他国の法律
を模写するだけではなくて，新しい道を行こうとする時には，この主導権こ
そが立法において不可欠のものである」．これは非常にはなはだしかったの
で，参事官の明らかな不注意と怠惰でさえもそのまま許された．「〔内務〕省
内で仕事を最も好まず，最もゆっくりやる人間が，最も仕事を免かれている
ことに，私はすぐに気付いた」．コヅホは，ザクーtlンの大多数の高級行政官吏
が強情に，偏狭に，空理空論で，そして，拙劣に統治し，とくに邦議会に立
ち向かっていることを批判した．「彼らは，鋭敏な感覚，向上心と，決然とし
た，そして，成果のある行為がそれから生まれるような，内面的な満足感と
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をまったく持っていなかった㈹」．内務省で例外をなしていたのは，本省局
長（Ministerialdirektor［85］）のルンペルト博士とシェルビャー博±であった．
前者は，既存の雑多な国内法諸規定と各地の建築条例を統一した，進歩的な
1900年建築法を起草し，整理した．シェルヒャーは1902年土地収用法と
1909年都市・農村美観保存法の主導者であり，改訂者であった．同様に他の
省においても，一部は帝国の立法に刺戟されて，世紀転換期以後，合目的的
な，時には模範的な，専門技術的な法律が作成された．例えば大蔵省におい
ては，同じくシェルヒャーによって起草された1909年河川法と，1868年新鉱
業法を基礎とした1910年法がそうである．しかしながら，政治的反動は専門
領域においても不利に，そして，阻害的に作用した．
　プロイセンにおいてより強固な社会的・民族的地位を持っていた，ザクセ
ンのゾルブ人に対して，ザクセンの中央宮庁の政策は一般的には，プPイセ
ンにおいてより慎重で，宥和的であった．〔しかし，〕1908年からザクセン政
府の態度は非常に尖鋭化した．その政策全体がとくに保守的，あるいは，反
動的であった何人かの大臣は，ゾルブ人に対してもゲルマン化と抑圧の諸措
置でもって際立っていた．
　邦全体における将校と貴族の優越的地位も，高令の参事官の優越的地位，
行政全体において支配的な保守主義および硬直性と密接に関連していた．既
述のように，高級行政官吏と国王は，軍事にかかわらない儀式においても，
常に将校の軍服を着用していた．これは，予備役将校の位階が彼の行政上の
高い地位にまったく比較にならないほど低い場合でも，そうであったのであ
る（65｝．それに照応して，将校団の核をなした貴族は，第二帝制期に行政にお
いても常に決定的な役割を演じた．後のドレースデン郡面長ヴェーヌス細土
は1913年からザクセン内務省に勤務していたが，中央行政，とくに大臣たち
に示されていた，当時の貴族の階級感情と優越的地位についての記述を残し
ている（66）．
　1831年から1918年まで在任したザクセンの国家大臣合計59人の中で，31人
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は旧貴族，4人は書状貴族，そして，24人は平民であった，最後者の中の9
人はその在任中に爵位を受けた．しかし，この割合は現実には，この数字が
物語る・よりも市民層にとってはるかに不利になる．これら24人の平民の中，
1人は1830年の民衆運動のために任命された（1831年から36年まで）．7人
は！848－49年の革命によって就任し，その中の5人は数ケ月在任しただけで
ある．1人目，1866年の戦争が近付いた時に，任命された，6人は1918年の
王国最後の内閣でわずか数日間，他の1人は同じ年にわずか6ケ月在任し
た．したがって，平民の大臣24人の中16人は危急時の，例外的状況の結果と
して任命されたのである．平常時に就任したのは，8人だけであった．平民
の大臣で1年以上在任したのは，12人だけである．〔また，〕大臣の95％はザ
クセン人であり（67＞，しばしば彼らの父と祖父も〔ザクセンの〕官吏か将校で
あった，例外はリンデナウ，フォン・デア・プフォルテンとゲルバーだけで
ある．その中，リンデナウはザクセン＝アルテンブルクの出身で，その地で
1817年から27年まで指導的な大臣であった．後二者はバイエルンとチェーリ
ンゲンから教授としてライプツィヒ大学に招かれ，その後，大臣に任命され
た．これら3人は1831年から1918年までの全大臣の5％にすぎない．チ＝一
リンデン諸邦においては国家大臣の中での他邦人の比率は同じ期間に18％
（ザクセン＝マイニンゲン）と75％（シュヴァルツェンブルク＝ルードル
シュタット）の問である（68）．ザクセンにおいては大臣職は1918年まで，とり
わけ自邦の貴族の特権だったのである．このことは視野を狭め，反動的政策
を促した．
　本省参事官［86］においては貴族と市民層の関係はこの期間に大きく変化し
た．次ページの一覧表［8ηがこれを示している㈹．　　　　　　　　　，
　この一覧表から，枢密財務参事官（Geheimer　Finanzrat）は初めは圧倒的
に貴族であったことが，分かる．〔しかし，〕すでに50年代に平民の数がほぼ
同じとなった．世紀末には平民が多くなり，ついに1914年には貴族の枢密財
務参事官は1人もいなくなった．外務省にあっては変化は逆であった．ここ
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一覧表．旧貴族（UA），公務功労貴族（BA）および市民層（B）別に見たザクセンの本省局長と枢密本省参事官の社会的出自
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1831－1918年）
?
閣僚会議 法務省 大蔵省 内　　　務　　　省 宗教省 外務省 陸軍省
官職 枢密補佐官 枢密法務Q事官〔1〕枢密財務Q　事　官 枢密行政Q　事　官 枢密医務Q事官〔2〕
枢密宗教・
ｳ育参事官
〔枢密〕外務
Q　事　官 枢密陸軍Q事官〔3〕
出自別合計 ??
年 UABAB UA BAB UABAB UA． BAB UABAB UABAB UABAB UA BAB UA BAB
18321 1 3 4 2 3 3 5 3 2 2 3 7 3 22 32
1845 1 3 5 2 5 1 5 4 2 2 2 2 3 8 524 37
1858 1 1 4 5 1 7』 2 3 2 1 3 2 2 1 3 9 4 25 38
1870 1 9 5 3 8 1 2 7 1 5 1 2 2 1 5 9 8 36 53
1886 2 7 2 2 13 1 2 9 1 1 5 2 1 5 7 4 42 53
1900 2 8 ? 1 10 2 1 14 1 6 2 2 1 4 7 3 45 55
1914 2 9 21 1 17 2 13 3 1 2 5 5 2 69 76
（注）
（1）　Geheimer　Justizrat（2）　Geheimer　MedizinalTatC3）　Geheimer　Kriegsrat
???》?????????「???、?????》?』」（?）
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では1866年までは1人の枢密外務参事官と1人の外務参事官は平民であった
が，その時以後は参事官は貴族だけとなった．規模の小さい外務省における
この変化を明確に示すために，この一覧表においては，他の省においては考
慮されなかった，「枢密」の称号を持たない，単なる参事官も，ここ〔外務
省〕においては例外的に数え上げられている．陸軍省と内務省にはこの期間
に貴族はいるが，枢密参事官（Geheimer　Rat［88］）の多数を占めてはいない．
法務省と宗教省においては1831年から1918年までの本省参事官はほとんどす
べてが平民であった．なぜなら，両省にあっては予備教育と能力が貴族の出
自よりも常に重要であったからである．十一月革命後を見ると，貴族の大臣
はもはやおらず，経済省，大蔵省と国民教育省に1必ずつの旧貴族の本省参
事官，そして，内務省と経済省に1感ずつの書状貴族本省参事官がいただけ
である（70）．
　この一覧表は，80年あまりの期間に参事官の数が内務省と大蔵省において
とくに，また，法務省と宗教省においても，増加したことを示している．こ
れは急速な人口増加と工業化のためであり，経済，当時用いられていた広義
の警察，社会政策（Sozialwesen）および教育の分野において国家の任務が断
え間な：く増大したためでもあった．高級官吏ばかりでなく，中級および下級
官吏の数も断え間なく増大した．外務省と陸軍省においてだけは増加は著し
くなかった，なぜなら，両省においては任務はすでに大部分が帝国に移され
ていたからである．
　かつては法律家が支配的であった諸省の指導的官職に，専門家が進出した
ことも，注目に値する．この発展は80年代頃から始まった．1899年からr国
政便覧』の大蔵省の項には報告参事官が法務担当参事官（Juristischer　Rat）
と技術担当参事官（Technischer　Rat）に区分して挙げられている，その数の
割合は1899年に8対8，1905年に10対8，1910年に10対9，そして，1914年
に10対8であった．専門職補佐官吏（wissenschaftlicher　Hilfsarbeiter）とし
て挙げられているのは，法務職ないし技術職が1899年に4対1，1905年に4
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対2，1910年に4対2，1914年に6対2である．宗教省の報告参事官として
は1900年に4人の法務担当枢密行政参事官と，教育学ないし神学の教育を受
けた12人の枢密教育参事官（Geheimer　Schulrat）とがいた．1914年にはそ
の数の割合は5対3であった．しかしながら，専門家たるこれらの枢密参事
官は，大臣職あるいは局長［85職には決して就けなかったのである．
　以上，19世紀および20世紀初頭のドイツおよびヨーロッパの中で最も発展
した工業国の一つの中央行政が，その顕著な専門的技術的達成にもかかわら
ず，政治の面においては社会的発展に著しく遅れていたことを，示してき
た．激しい闘争と危機がそこから生じた．考察した時期の末期になって初め
て，政治的に遅れていたザクセンの中央行政は，革命によって部分的に，そ
して，なお不完全であったとしても，社会関係に同化されたのである．
（注）
（64）　Staatsarchiv　Dresden，　NachlaB　W，　Koch，　Bd．　1，　S．　160－167，
（65）ツィッタウの上級市長ヴィルヘルム・キュルツ博土（自由民主党議長として1948年に
　死去）は1910年頃，予備役中尉の軍服ではなく，フロックコートを着てザクセン国王を
　出迎えた時，国王は興奮し，非難した．E．　Venus，　AmtshauPtmann…，　S，27　f．を参
　照．
（66）ザクセンにおける貴族の優位についてはE，Venus，　Amtshauptmαnn．．．，　S，57　f，を参
　照．授爵についてヴェーヌスは次のように書いている．「はっきりとした自意識のある，
　多くの市民は，それ〔授爵〕を市民層の蔑視と見ていた．なぜなら，それは，貴族階級
　の見解によれば，その〔市民層の〕有能な代表者に対して彼らがもはや市民身分に属す
　る必要がない，という勲章であったからである」．
（67）この場合，当時ザクセン領であったヴィヅテンベルクとナウムブルクで1815年以前
　に生まれた者も，ザクセン人に加えられている、
（68）　U，　HeB，　“Die　Zentralverwaltung，，．”，　S，　364，
（69）この一覧表は同年のStaatshandbuch　ftir　das　1（bnigreich　Sachsenから作成された．
（70）　Staatshandbuch　ftir　den　Freistaat　Sachsen，　Dresden　1927，
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　（第1章訳注）
《第1節》
［1］本章において，1831年憲法公布以前について用いられるLandesversammlung，
　StandeとStandevertretungは身分制議会，それ以後ヴァイマル革命までのLandtag，
　StandeとSttindeversammlungは邦議会と訳される．
［2コ枢密内局（枢密官房をこのように改める．）が事実上の最高行政官庁として1706年に
　設けられた時，主席内局大臣（Vorsitzender　Kabinettsminister），内務部（Domestique－
　Departement）内局大臣と外務部（Etranger－Departement）内局大臣が任命され，陸軍
　事項は他の内局大臣によって兼務として処理された．1709年から内務部および外務部
　内局大臣は複数となった．1712年に陸軍事項は内務部の管轄とされた．すなわち，内務
　部は内政部（Zivildepartement）と陸軍部（Militar－Departement）に区分され，2人の
　内務部内局大臣が各部の長となった．1717年から内務部および外務部内局大臣は1人
　ずっとなり，他の内局大臣は無任所となった、（アインジーデル体制の下でも，1819年
　に2人の，1826年に1人の無任所内局大臣がいたが，1828年には1人目いなかった．）
　1764年以後，主席内局大臣は任命されず，各部の長は国家書記官（Staatssekrettir）の称
　号を得た．1768年に初めて陸軍部司令事項担当の内局大臣兼国家書記官が任命された．
　枢密補佐官，後には枢密内局書記官（Geheimer　Kabinettssekretar）などが内局大臣兼
　国家書記宮を補佐した．王803年には外務部に外務顧問宮（Legationsrat）が任命された．
　1810年頃に枢密内局書記官は枢密内局顧問官（Geheimer　Kabinettsrat）と改称された．
　1828年に外務部には，外務顧問官の他に枢密外務顧問官（Geheimer　Legationsrat）もい
　た．1828年の枢密内局顧問官と枢密外務顧問官の中には，宮廷・司法顧問官（Hef－und
　Justizrat一本章訳注［7］参照）や枢密補佐官（本章訳注［3コ参照）を兼ねる老がい
　た．H．フォン・ブリュール伯爵がザクセンの総理大臣であった1746－63年に，また，ザ
　クセンが対仏連合軍によって占領され，ザクセン総督府（Generalgouvernerrrent　fUr
　Sachsen）によって統治されていた1813年10月一15年6月には，枢密内局はその機能を
　停止していた．1815年にこの官庁が活動を再開した時，陸軍部司令事項は枢密陸軍官房
　　（第二次一本章訳注［49コ参照）に移管された．陸軍行政事項は以前と同じく内務部
　内局大臣に委ねられた．1813年から30年までは内局大臣兼国家書記官はD．フォン・ア
　インジーデル伯爵だけであり，彼が内務部も外務部も統轄していた．ただし，1815年の
　枢密陸軍官房（第二次）の分離によって，陸軍に関する彼の権限は行政事項にだけ及ん
　だ．アインジーデルを補佐するために，1822年目外務部に国家書記官補（Unterstaats－
　sekretar）が，26年には部主任（Departementsdirektor）が任命された．1828年には内務
　部内局大臣代理が任命された．「九月騒乱」によるアインジーデルの辞任後，枢密顧問
　官（本章訳注［3コ参照）B．フォン・リソデナウが内務部内局大臣に，そして，外務
　部主任」．フォン・ミンクヴィヅツが外務部内局大臣に就任した．以上，Kδniglich
　Sdchsischer　Hof－Civil－und　Militdirstaat　（Kgl，　Staa（？　18／9，　S，　51　；　Kgl．　Staat　1826，
　S，57；Kgl，　Staat　1828〔これは，「九月騒乱」以前に刊行されたr国政便覧』の最後の
　ものである．〕，S，86－89；Johannes　Durichen，“Geheimes　Kabinett　und　Geheimer
　Rat　unter　der　Regierung　Augusts　des　Starken　in　den　Jahren　1704－1720”，　in：　Neues
　Archiv　ftir　Sdchsische　Geschichte　und　Altertumsfeunde，　Bd，　51，　1930，　S，　79－81，
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95，　101，　103－104，　117，　126；　Werner　Hahlweg，　“Die　GrundzUge　der　Verfassung　des
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G，　A，　Jeserich／Hans　Pohl／Georg　Christoph　von　Unruh　（Hrsg，），　Deutsche
Verzvaltungsgeschichte　CDVG），　Bd．　1，　Stuttgart　1983，　S．　827；　K，　Blaschke，
“Kbnigreich　Sachsen　und　thUringische　Staaten”，　in：　DVG，　Bd，　2，　1983，　S，　609－611，
一枢密内局の歴史的意義は何か．枢密内局は「絶対主義的官庁」（Schmidt　1966，　S．
49），「高度絶対主義の統治機関」（Klein　1983，　S，827）であり，その創設は「絶対主義の
形成」に起因（Blaschke　1958，　S．25）する．しかしながら，「18世紀における枢密顧問
会議と内局大臣との併存は……ザクセン絶対主義の未熟さ，未完結を示して」（Klein
1983，S，816）いた．枢密顧問会議の枢密院（第二次）への改組（これは，本文に述べら
れているように，1817年であった．）とともに，r身分制〔議会〕の監督を免かれてい
た」「枢密内局は，今や，すべての中央官庁の上に立つ，唯一の統治機関jとなった．
「領邦絶対主義はこうしてその最後の時期にふたたび絶頂に達し」（Blaschke　1983，　S．
611）た．一内局大臣に類似した名称の官職として，諮問大臣（Konferenzminister）が
あった．これは7年戦争敗北後から19世紀初めまでは枢密顧問会議の正規の構成員の
別名であった．（Christian　Gottlob　Donat，）Chursdchsisches　Hof－und　Civil－Staats－
handbuch　fur　das　Jahr　1805，’Dresden　（1805），　S．　60；　Karl　von　Weber，　“Zur
Geschichte　des　sachsischen　Hofes’und　Landes　unter　Friedrich　August　M”，　in：
Archiv　ftir　Sachsische　Geschichte，　Bd．8，1870，　S．28．これはその後，選亭亭ないし国
王から諮問された問題についての協議に，参加すべき高級官吏を指すものとなった．そ
の大部分は枢密顧問会議ないし枢密院（第2次）の正規の構成員であった．Otto
Mayer，∠）as　Staatsrecht　des　Kδnigreichs　Sachsen，　TUbingen　1909，　S．228．諮問大臣
は，アインジーデル体制成立前の1813年には，枢密顧問会議の正規の構成員4人全員
と，議席を持たない枢密顧問官31人中の1人とであり，アインジーデル体制末期の
1828年には，枢密院（第2次）の正規の構成員7人中の4人と，議席を持たない枢密顧
問官13人中の2人であった．諮問大臣を補佐する官吏は，1813年にも28年にもまったく
いなかった．Kδniglich－Sdchsischer　Hof－und　Staatsflalender　CKgl．　Kalender）1813，
S，91，93　一　94（アインジーデルはこの時まだ内局大臣として記載されていない．A，　a，
0．S．87）；ノ（gl．　Staat　1828，　S．99　一　100，103－104．したがって，ザクセン王国期の諮
問大臣の権限は大きくなかった，と考えられる．また，1831年以後の国家大臣について
は本文の通りである．一諮問大臣は国家評議会（本章訳注［9］参照）の構成員とし
て1832年には！人いるが，1837年にはいない．Uebersicht　der　Kδnigl．　Sdchs．
Hof－Staats－und　Militair－Behbrden　（Uebersicht）1832〔これは「ザクセン改革」以後
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　最初のr国政便覧』であるが，小冊子であるうえに，各官庁の権限の記述が大部分を占
　め，官．職と官吏の記載は乏しい．〕，S，12；Staatshandbttch　ftir　das　Kδnigreich
　Sachsen（SHB）　1837，　S．108－109，枢密内局外務部主任は1832年にはすでにいない．
　Vgl．　Uebersicht　l832．枢密内局参事官（Geheimer　Kabinettsrat）は国家評議会の構成
　員として1845年までいるが，47年にはいない．SHB　1845，　S．41；SHB　1847，　S．41．
　1831年以後の枢密外務参事官と外務参事官については本章訳注［87コ⑦を参照．
［3コ枢密院（第一次一Geheimer　Rat）はザクセン最高の行政官庁として16世紀後半に創
　設され，枢密内局の設置後の1714年に，権限を縮小して枢密顧問会議と改称された．17
　世紀末にザクセン選西側がカトリックに改宗した後は，これは福音ルター派宗務事項
　における最：高官庁となった．1774年に財務事項が，1813年に陸軍行政事項が枢密顧問会
　議の権限でなくなった．枢密顧問会議の枢密院（第二次）への改組と一層の権限縮小は
　本文の通りである．枢密院（第一次，第二次）と枢密顧問会議の構成員は一般に枢密顧
　問官と呼ばれた．諮問大臣については前注［2］を参照．1828年に枢密院（第二次）の
　正規の構成員はしばしば他の官庁の長であったが，肩書きだけの枢密顧問官もおり，そ
　の中のある者は，諮問大臣，他の官庁の長，主任（Direktor）ないし顧問官であった．
　！715年から補佐官（Rr　Referendar），後に枢密補佐官が枢密顧問官を補佐した．
　1828年の枢密補佐官の中には，他の官庁の顧問官を兼ねる老がいた．Kgl．　Staat　1828，
　S，　99－101，　103－105；　DUrichen　1930，　S，　109，　114；　Blaschke　1958，　S，　17－18；
　Schmidt　1966，　S．49，84，135；Klein　1983，　S．815－816；Blaschke　1983，　S，621，1831年
　以後の枢密補佐官については本章訳注［87］①を参照．称号としての枢密参事官につい
　ては本章訳注［88コを参照．
［4］16世紀末に国庫委員会（Kammerkollegium）が創設された．これは，それ以前から活
　動していた財務関係の高級官吏の合議制官庁であった．1770年代に領邦君主の諸金庫
　は全国中央金庫（Generalhauptkasse）に合併された．1782年に上記及びその他の財務
　関係中央官庁は枢密内局直属の枢密財務委員会に統合されるとともに，枢密顧問会議
　と同格の官庁となった．1828年にその構成員は長官（Prasident），副長官，部主任，枢
　密財務顧問官（Geheimer　Finanzrat）などであり，その中には，諮問大臣ないし枢密顧
　問官を兼ねる老がいた。肩書きだけの枢密財務顧問官もいた．身分制議会（S）の承認を
　必要とする租税については，17世紀央に本領地域独自の上級官庁として上級租税委員
　会（Obersteuerkollegium）が設けられた．上級租税委員長（Obersteuerdirektor）は領置
　院主によって，上級租税徴収官（Obersteuereinnehmer）は領邦君主と身分制議会（S）
　によって同人数ずつが任命された．上級租税委員会は1834年前廃止された．Kgl．　Staat
　1828，　S，　105－106，　114；　Sammlung　der　Gesetze　und　Verordgeungen　ftir　das
　KOnigreich　Sachsen　（GS）　1833，　S，　127；　Blaschke　1958，　S．　19－22；　Schmidt　1966，　S，
　30，50，89，219；Klein　1983，　S．816，819－822．枢密財務委員会の部主任の後身について
　は本章訳注［85］を，枢密財務参事官については本章訳注［87］③を参照．
．［5］陸軍行政のために枢密陸軍官房（第一次）が17世紀央に創られ，これは同世紀末に枢
　密陸軍顧問委員会に改組された．後者は長官と枢密陸軍顧問官（Geheimer　Kriegsrat）
　から成り，枢密顧問会議の下位にある行政官庁であった．Blaschke　l958，　S，24；
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　Schmidt　1966，　S，　50　一　51；　Klein　1983，　S．　826．
［6コ枢密陸軍顧問委員会と，同盟軍への物資補給のために1807年に創設された邦特別委
　員会（Landeskommission）とは，ザクセン総督府によって1814年5月に陸軍行政室に
　統合された．この官庁は総督府直属，したがって，枢密顧問会議と同格とされた．総督
　府廃止後に陸軍行政室は枢密内局内務部直属の，そして，陸軍行政全般に権限を拡大し
　た，官庁として，存続した．邦特別委員会は1815年に再建され，陸軍行政上と提携して
　戦後処理に当たったが，1825年に廃止された．1828年に陸軍行政室は長官と枢密陸軍行
　政顧問官（Geheimer　Kriegskarnmerrat）から成っており，その下には枢密陸軍顧問官
　がいた．Kgl．　Staat　1828，　S．180，187；Blaschke　1958，　S，25，95；Schmidt　1966，　S，
　89－90；Blaschke　1983，　S，610．枢密陸軍行政顧問官は1832年にはすでにいない．　Vgl．
　Uebersicht　1832，1831年以後の枢密陸軍参事官については本章訳注［87コ⑧を参照．
［7］13世紀以降ラート（Rat）はマイセン辺境伯の顧問官とその総体（顯問会議）を指し，
　これは次第にホーフラート（Hofrat）（宮職としては宮廷顧問官，総体としては宮廷顧
　問会議）と呼ばれるようになった．16世紀に中央財務官庁が形成されると，宮廷顧問会
　議は，司法，内務行政および封事項を管轄する本領警察委員会となり，宮廷顧問官は宮
　廷・司法顧問官と改称された．衛生警察のために1765年に設けられた衛生委員会（Sani－
　tatskollegium一これは1823年に宮廷顧問官兼侍医などから成っていた．　Kgl．　Staat
　1823，S，199．）は，1824年に本領警察委員会に併合された．本領警察委員会は1831年に
　廃止され，中央行政に直結する任務は，法務省と内務省に移管された．残りの任務のた
　めに＝：つの中級官庁が創られた．法務省の下にあって，司法事項と封事項を管轄する本
　領司法委員会（Landesjustizkollegium）と，内務省の下にあって，内務行政慕項を管轄
　し，邦経済委員会（Landes－Oekonomie一，Manufaktur－und　Kommerziendeputation一
　これは，，1735年に設けられた商業委員会（Kommerziendeputation）が，1764年に改組さ
　れたもので，主任と，他の中央官庁から派遣された顧問宮から，構成されていた．）の任
　務をも引き継いだ本領内務委員会（Landesdirektion）とである．両官庁は1835年に廃止
　され，なお残っていた中央行政の任務は，法務省と内務省に，中級官庁としての権限は
　新設の控訴裁判所と県（KD）に移された．ドレースデン控訴裁判所は同時に本領地域
　の封官庁（Lehnhof）でもあった．ところで，辺境伯の官房の長は次第に地位を高めて，
　宮廷顧問官の一員となり，15世紀からカンツラー（Kanzler）と呼ばれたが，16世紀後半
　から本領警察委員会長官がカンツラーの称号を得た．1828年に本領警察委員会は長官
　・（カンツラー），部主任，宮廷・司法顧問官と宮廷・医務顧問官（Hof－und　Medizinalrat）
　から構成されていた．本領司法委員会は長官，主任と宮廷・司法顧問官から，本領内務
　委員会は長官，宮廷・司法顧問官と宮廷・医務顧問官から構成されていた．なお，ナチ
　ス支配期の，また，第二次大戦直後の，州政府もLandesregierungの名称を持ってい
　た．Kgl．　Staat　1828，　S．188－189；Uebersicht　1832，　S．18，42－43；Blaschke　1958，
　S，6－7，工4，26－27，96，120，146－147，155－156；Schmidt　1966，　S．30，51，215，
　222，　255－256，　261，　303－304；　Klein　1983，　S，　810－812，　839；　Blaschke　1983，　S，　637．
　一著者からの1991年5月16日付書簡とルドルフ・フォルベルガー教授からの1992年
　　1月10日付書簡によれば，現在審議中のザクセン州憲法草案においても，同州の最高行
一169一
724
　政官庁は州政府（Landesregierung）と規定されている，とのことである．一本訳では
　官職および称号としてのRatと一ratは，一般の中央および準中央官庁の官職に関
　しては1831年の行政改革まで，司法官庁と中級および下級官庁のそれについては
　1835年の行政改革まで顧問官，それ以後は参事官と訳出する．一宮廷顧問官の称
　号は「ザクセン改革」直前の1828年に多くの中級官吏（宮廷官吏と，ライプツィヒ大学
　教授の一部を含む．）に与えられているtKgl，　Staat　1828，　S．29，86　一　88，220，　usw．宮
　廷参事官（Hofrat）の称号は1914年目多くの宮廷官吏と中級国家官吏に，そして，枢密
　宮廷参事官（Geheimer・Hofrat）の称号も，ライプツィヒ大学教授の一部を含む，相当多
　数の国家官吏に与えられている，SHB　I914〔これはザクセン王国期最後の『国政便
　覧』である．〕，S．68－69，383－384，　usw．宮廷・司法参事官（Hof－und　Justizrat）の
　称号は1837年（おそらく35年）から54年（おそらく56年）まで控訴裁判所参；事官
　　（Appellationsrat）の一部と県（KD）参事官の一部に与えられているが，57年にはいな
　い．SHB　1837，　S．138，337，　usw．；SHB　1854，　S．　71，236，1831年以後の宮廷・医務顧問
　官ないし参事官については本章訳注［87コ⑤を参照．
［8コ1831年憲法は次のような人権規定を含んでいた．人身の自由．財産権の不可侵．職業
　選択の自由．移転の自由．良心と信仰の自由（ただし，非キリスト者の民事上および政
　治上の権利は，キリスト者のそれより小さい．）．身分的差別のない国家官吏の任命．出
　版の自由．その権利を国家官庁によって侵害されたと考える者は，法律にしたがって訴
　えることができること．法律に基づく課税．免税特権の廃止．逮捕と刑罰は法律に基づ
　いて行なわれること．特権的裁判籍の廃止．Gesetzsammlung　far　das　Kδnigreich
　Sachsen　（GS）　1831，　S，　248－252，　Vgl，　Blaschke　1958，　S，　80；　Schmidt　1966，　S．
　1’43－144；　Bldschke　1983，　S，　613，
［9〕国家評議会は成人の王子，国家大臣と，国王の任命した者，から成るとされたが，現
　実にはほとんど機能しなかった．これは1918年10月末に改組されたが，間もなく十一こ
口革命のために意味を失なった．Blaschke　1958，　S，97；Schmidt　1966，　S，242，
　244　一245；　Blaschke　1983，　S，　616；　K．　Blaschke，　“Sachsen　und　ThUringen”，　in：　DVG，
　Bd．　4，　1985，　S．　587　一　588．
［10］これに類似した名称のカンツラーが本領警察委員会の長官であったことは，本章訳
　注［7コで言及した．
［11］ザクセン史上初めて首相職が定められたのは，1919年2月19日目暫定憲法によって
　であった．首相は人民議会（Volkskarnrner）によって選出され，他の大臣を任命し，内
　閣の政策全般について責任を負うことになった．Blaschke　1958，　S．101．
［11a］これは本訳（D，205ページ19行目の閣僚会議議長への追加訳注である．これはr国
　政便覧』において1882年から首席国家大臣（Vorsitzender　Staatsminister）と記載され
　るようになった．SHB　1882／83，　S．136．　VgL　SHB　I880／81，　S．21．
［11b］これは本訳（1），206ページ2－3行目の王室官房への追加訳注である．内局官房（訳
　語変更）は1831年の命令によって設置された国家官庁である．これはr国政便覧』に常に
　宮内省より後，閣僚会議より前に記載されている．それの最上位の官吏は内局官房書記
　官（Kabinettssekretar）であり，1832年に宮廷参事官，1914年には枢密参事官の称号を
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　持っていた，GS　1831，　S．324；Uebersicht　1832，　S．8；SHB　1914，　S．71，内局官房書記
　官は国家大臣にではなく，国王に服属した．内局官房の官吏は宮内省の宮廷官吏（本章
　訳注［62］参照）の兼任であった．Schmidt　I966，　S．210－21L
［12コこの表現はやや厳密さを欠くと考えられる．183／年の命令によれば，各省大臣は自か
　らの責任において，本省局長あるいはその省の参事官に大臣の職務を委託することが
　できた．E（wald）NaundorfL　Einftihrung　in　die　wichtigsten　Verfassungs－und
　Verwaltungsgesetze　des　Deutschen　Reiches　und　des　K6nigreichs　Sachsen，　Leipzig
　1904，S，151，　Vgl，　Mayer　1909，　S，254，本省局長と本省参事官については本章訳注
　　［85］と［86コを参照．
［13コこの省を31年憲法は宗教省（Ministerial－Departement　des　KultusあるいはMini－
　sterium　des　Kultus），31年諸省設置令は宗教・公教育省と表現している．GS　l831，
　S，250，252，323，328，1874年までは宗教事項が最重要課題であったために，同省
　は宗教省と略称され，この略称は同年以後も用いられた．宗教大臣についても同様で
　ある．
［14コ司法管区については旧訳第3章第1節（2）を参照．
［15］　「ザクセン改革」以前には鉱業事項に関して枢密財務委員会が中央官庁．フライベル
　ク上級鉱山管区が中級官庁，鉱山管区が下級官庁であった．Klein　1983，　S．820．司法と
　行政の統合という統治原則の下で，上記の行政官庁はそれぞれの審級の鉱業裁判所で
　もあった．F（riedrich）Wernicke，“400　Jahre　Oberbergamt　Freiberg　in　Sachsen”，　in：
　Zeitschrift　fdir　das　Berg一，　Htitten一＃nd　Salinenwesen　im　Deutschen　Reiche，　Bd，　90，
　1942，S，122．鉱山管区は1835年の法律によって下級鉱業裁判所として存続することに
　なったが，鉱業事項の中級裁判所はドレースデン控訴裁判所，上級裁判所は大審院
　　（Oberappellationsgericht）となった．　Schrnidt　l　966，　S．307．1856年の命令によって鉱
　山管区め下級鉱業裁判権は通常裁判所に移管された．Gesetz－and　Verordnungsbtatt
　fdir　dasノ（Onigreich　SachSien（GS）1856，　S．79，鉱業事項における判決団として選帝侯
　（後に国王）のフライベルク鉱業陪審人裁判所（BergschOppenstuhl）があったが，これは
　1856年目廃止された，〔Carl〕H〔ermann〕MUIIer，　“Geschichtliches　Uber　den　Freiberger
　Bergbau”，　in：　Freibergs　Berg－und　HattenuJesen，　hrsg，　vQm　Bergmannischen　Verein
　zu　Freiberg，　2，　AufL，　Freiberg　1893，　S，　53．
［16］家産裁判所については邦訳第3章第1節（4）を参照．
［17］中級および上級裁判所については本訳（1），188－190ページの訳者序言第1を参照．
［18］1848年11月の法律はその1項目として邦検事局の創設を定めていたが，この項目は
　実施以前に，1850年の法律によって廃止された．Blaschke　1983，　S，634－635．1855年の
　法律によって邦検事局が設置され，大審院担当として邦上級検事（Oberstaatsanwalt），
　地区裁判所（本訳第3章第1節（5）を参照）担当として検事（Staatsanwalt）が任命
　されることになった．GS　1855，　S．328－329．邦上級検事は1870年頃以後は検事総長
　　（Generalstaatsanwalt）と呼ばれた．　SHB　1870，　S．133．1877年帝国裁判所構成法に基
　づく邦高等裁判所担当首席邦検事も，検事総長の称号を持っていた．SHB　1880／81，
　S，　34，
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〔19］1846年目法律によって法務省下の名誉職として，自立した成年男子の中から選ばれ’
　た治安判事が，訴訟の調停を委任された．GS　1846，　S．80，81，84，88．一1855年目法
　律によって上記法律が廃止されるとともに，内務省下の名誉職として，大土地所有老な
　どの在地有産者の中から選ばれた治安判事が，行政の補助を委任された．GS　1855，　S，
　159，162，164，一1877年ドイツ帝国刑事訴訟法の規定に基づく，1879年の命令によっ
　て，侮辱に対する和解の調停のために治安判事が，法務船下の名誉職として成年男子の
　中から選ばれることとなった．GS　1879，　S，209－210．　Vgl．　Otto　Fischer，　Dαs
　Verfassungs－und　Yerwaltungsrecht　des　Deutschen　Reiches　und　des　K6nigreiches
　Sachsen，14，　Aufl．，　Leipzig　lg14，　S，76，240，一1890年置イツ帝国営業裁判所法の規定
　に基づく，1891年の法務・内務両省の命令によって，農村自治体では工業労働裁判所の
　権限が治安判事に委ねられた．GS　1891，　S，85．　Vgl，　Naundorff　1904，　S、307；Fischer
　1914，　S．　75－76，
［20］1900年の告示によって間接税関係の中級官庁はすべて関税局と呼ばれるようになつ
　た．GS　1900，　S．262，267　一　268．　Vgl，　Fischer　1914，　S．230，
［20a］これは本訴（1），208ページ12行目の直接税の管理への追加訳注である．税務大区と
　税税区については松尾展成，rザクセン農民解放史研究序論』，御茶の水書房．1990年，
　46ページを参照．
［20bコこれは押目（D，208ページ14行目の郵便官庁への追加訳注である．郵便行政の中心
　は17世紀末以降ライプツィヒの上級郵便部（Oberpostamt）であったが，1843年に郵便
　管理局（Oberpostdirektion）　tlこ改称された．郵便行政は68年に北ドイツ連邦に，71年に
　帝国に移管された．帝国郵便管理局はライプツィヒのほか72年目ドレースデンに，97年
　にはケムニッツにも設けられた．G［Unther］Meinert，“Ministerium　des　Finanzen”，　in；
　Hellmut　Kretzschmar　（Hrsg．），　Ubersicht　aber　die　Bestande　des　Sdichsischen
　Landeshauptarchivs　und　seiner　Landesarchive，　Leipzig　1955，　S，210－211；　Bla－
　schke　1958，　S，　117，　Vgl．　Naundorff　1904，　S．　32；　Fischer　1914，　S，　28．
［21］1868年目法律によって鉱業特権は消滅し，なお残っていた鉱山管区3も廃止される
　とともに，フライベルク上級鉱山管区はザクセン唯一の鉱山監督局（Bergamt）に改組
　された．Blaschke　1984，　S．789．
［22コ1887年に造幣所はフライベルク市近郊に移転した．MUIIer　1893，　S．53．　Vgl．　Fischer
　1914，　S．　235，
［23コ北ドイツ連邦憲法の規定に基づいて，1868年にザクセン国庫の塩専売権は廃止され
　た．Alexander　Hoffmann，　Die　direkten　Staatssteuern　im　Kδnigreich　Sachsen　mit
　besonderer　Berticfesichtigung　der　allgemeinen　Einkommensteuer，　Leipzig　1906，　S，
　25，GS　1867，　S．336では，存続する塩専売事務所もある，とされているが，　SffB
　l867，　S．252に記載されていた塩専売事務所は，　SHB　1870には見出されない．
［24］訳語を上級森林監督区と改める．広大な国有林を管理する組織は，1816－18年に編成
　替えされ，4森林大洗（Forstkreis）と1上級森林監督区となり，森林大区長（Kreis－
　oberforstmeister），上級森林監督官（Oberforstmeister），森林監督官（Forstmeister），
　上級林務官（OberfOrster）などが国有林を管理することになった．30年前に森林大樹長
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　の任命は次第に停止され，44年には全国の国有林は15の上級森林監督区に区分された．
　上級森林監督区の数は65年には14となっており（ただし，SHB　1867，　S．258　一　272では
　15），70－73年に11に，1905年に10に，1909年に9に減少した．1851年の命令によって国
　有林管理のための官吏は上級森林監督官，上級林務官などとなった．19世紀末に森林監
　督官の官職が復活した．Albert　Richter，　Geschichte　der　Organisation　der　Sdchsischen
　Staatsforstvertvaltung，　Dresden　（1935）　，　S，　53　一　55，　80　一81，　107　一108，　137，　181，
　215－216，　222，　Beilage　8，　Vgl，　Fischer　1914，　S．　231；　M（arianne）　Satlov／A（lfred）
　Opitz，“Ministerium　fUr　Wirtschaft”，　in：Kretzschmar工955，　S．238；Schmidt　1966，　S，
　91　一　92，旧来の地代管区は1865年に14の国有林出納部（Forstrentamt）に編成替えされ
　た．その数は79年，1911年と13年に1ずつ減少した．Richter　1935，　S，137，216，222，
［25］道路建設特別委員は84／85年に道路建設監督官（StraBenbaudirektor）と改称され
　　（SHB　1884／85，　S，264），その官庁は99年には道路建設監督局（StraBenbaudirekti－
　on）と呼ばれた．　SHB　1899，　S，409，河川国事に関しては28年にすでに河川工事監督官
　　（Wasserbaudirektor）カミ任命されていた．　Kgl．　Staat　1828，　S，130．その官庁は99年に
　は河川工；事監督局（Wasserbaudirektion）と呼ばれた．　SHB　1899，　S，409，建築に関し
　ても28年にすでに建築監督官（Landbaurneister）が任命されていた．　Kgl．　Staat
　1828，S．129，これは75年に上級建築監督官（Oberlandbaumeister），94年に上級建築参
　事官（Oberbaurat）と改称され，その官庁は1900年には建築技術局（Hochbautechni－
　sches　Bureau）と呼ばれ，1903年には建築管理技術局（Maschinentechnisches　Bureau
　der　Hochbauverwaltung）も設けられたが，後者は1909年には建築技術局に統合され
　た．SHB　I875，　S．179；SHB　1894，　S．347；SHB　1900，　S．414；SHB　1903，　S．454；
　SHB　1909，　S，　214．　VgL　Fischer　1914，　S．　233，
［26コこれの正式名称はザクセン三国国有鉄道庁（Generaldirektion　der　Kbniglich
　Sachsischen　Staatseisenbahnen）であった．　Blaschke　1958，　S．116；Blaschke　l　984，　S．
　790．
［27］大蔵省監督下の組織としてさらに委託地代銀行（Landrentenbank）があった．
　Schmidt　1966，　S．　220；　Reiner　GroB，　Die　bargerliche　Agrarrefornz　in　Sachsen　in　der
　ersten　Hdlfte　des　19．　Jahrhunderts，　Weim’ar　1968，　S，　140；　Hubert　Kiesewetter，
　Industrialisierung　und　Landwirtschaft，　KOIn／Wien　I　988，　S．128；松尾1990，280
　ページ．一1859年の委託地代引受け停止後の委託地代銀行についてはGroB　l968，　S，
　143を参照．
［28］これは，本領地域の4県（K）の身分制議会（Kreistande）であって，騎＝ヒ層と都市と
　の代表老から成っていた．これは1835年と74年の中級官庁の権限と管轄区域の再編成
　の後も，旧来の県（K）にしたがって組織されており，県（K：）の財産の管理，県（K）別騎
　士農場所有者選出上院議員の選出などを行なった，C（arl）E（dwin＞Leuthold，　Das
　K6niglich　Sdchsische　Verwattungsrecht，　Leipzig　1878，　S．　185；　Naundorff　1904，　S，
　l16；　Mayer　1909，　S．　300　一　302；　Fischer　1914，　S．　134．
［29］都市および農村自治体については露訳（1），191－195ページの訳者序言第2を参照．
［30］1809年にドレースデン市に公安維持のために市民の護国団（Nationalgarde）が結成
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され（ただし，代理入団が許されていた．），ドレースデン衛戌軍司令官の指揮の下に置
かれた．その後の数年間に，いくつかの都市において民兵団が組織された．1817年目法
律によって民兵団の義務は射撃会に引き継がれ，本領警察委員会が上級官庁とされた．
28年の法律は人口1，000人以上の都市に民兵団の創設を命じたが，30年9月までは，そ
れが組織されない都市も相当多くあった．Volker　Ruhland，“Rolle　und　Formen　der
BUrgerrnilizien　im　ProzeB　der　bUrgerlichen　Umwtilzung　in　Deutschland　unter
besonderer　BerUcksichtigung　der　Kommunalgarden　im　Kdnigreich　Sachsen”，　in：
Sdchsische　Heimatbldtter，　Bd．35，1989，　S，226　一　228，「九月騒乱」は30年9月2日にラ
イプツィヒ市で始まった．同市の上層市民の中の，市政に従来関与していなかった部分
の主導の下に，9月5日に民兵団が結成され，治安を回復した．ドレースデンで9月9
日に騒乱が発生した時，政府は護国団に頼ろうとしたが，護国団は騒乱の鎮圧を拒ん
だ．当時の護国団は主として小市民と労働者から構成されていたからである．9月10日
に国王によって設置され，その後口週間にわたって一切の権力を事実上掌握していた
勅命公安委員会は，最：初の措置として9月10日にドレースデン市民に民兵団の結成を
呼びかけ，それに応じた市民に，中央兵器庫（本章訳注［54⊃の武器を与えた．民兵団
司令官は勅命公安委員会によって任命された．この民兵団は護国団とともにドレース
デンの治安維持活動を遂行した．その後10月までに24市において民兵団が組織された．
V，　Ruhland，　“Kommunal－und　BUrgergarden　in　der　zweiten　Etappe　der　bUrgerlichen
Urnwalzung　1830一　1847”，　in：　Sdchsische　Heimatblatter，　Bd．　36，　1990，　S．　41　一44，一
1830年11月の訓令は上記28年訓令を廃止し，全ザクセン中の36市に「自立した市民」に
よる民兵団の結成を命じた．民兵団総司令官は民兵団の指揮権を把持し，それぞれの民
兵団委員会議長を任命する，民兵団委員会は正副の民兵団司令官を選任するが，同委員
会の大半の委員は民兵団団員である．団員の代理勤務は許されない．GS　1830，　S，
197－198，202　一　203，206，209．ドレースデンの護国団は30年12月に解散を命じられた．
Schmidt　1966，　S．106．三月革命期になって48年4月の命令は全自治体に民兵団の結成を
義務づけた．複数の小規模自治体は一つの民兵団を組織してもよい．私費で武器を購入
できない者に対しては，自治体が武器を与えなければならない．GS　1848，　S．28　一　29，
48年11月の民兵閣法は入団義務を，定住している雇職人，工場労働者と日雇，および，
雇主の許可を得た奉公人にも拡大した．GS　1848，　S，279，三月革命の挫折の後ドレース
デン市とケムニッツ市の民兵団はその急進性の故に解散を命じられた．Rudolf
K6tzschke／Hellmut　Kretzschmar，　Sdchsische　Geschichte，　2，　Aufl，，　Frankfurt　a，　M．
1965，S，341．49年6月の命令によって民兵団司令官は団員総会において選任されること
になった．ただし，司令官の就任のためには民兵団総司令官の承認炉必要である．GS
1849，S，126－127，1851年民兵団法は民兵団に関する48－49年のすべての法律と命令を
廃止した．民兵団総司令官は廃止され，その権限は内務省に移された．奉公人と日雇は
入団資格を失なった．民兵団が組織されるのは，30年11月の訓令に定められた36市にお
いてだけである．それらの都市の市参事会は民兵団司令官の候補者3人目推挙し，その
中から民兵団将校集会が司令官を選任する．ただし，司令官の就任のためには内務省の
承認が必要であり，内務省は，必要と認めた場合には，司令官を直接に決定する．GS
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　1851，S．175－176，1870年民兵団廃止法は民兵団を完全に廃止した．　GS　1870，　S、55．
〔31］本領地域には一時中断の後1764年から各県（K）に，県知事（K一これは1874年以
　後の県知事（KH）とは異なる．本訳第3章第1節（1）を参照，）が任命されていた
　が，この県知事（K）を長とする，小規模な中級官庁として，1816年に県庁（K：一
　Kreishauptmannschaft．これは1874年以後の県（KH）とは異なる．）が設けられた．県
　庁（K：）は1835年前本領内務委員会およびオーバーアムト統治委員会とともに廃止さ
　れ，県（KD）が内務省の下に設置された．県（KD）の長は県知事（KD－Kreisdirektor）
　であり，行政参事官が彼を補佐した．県知事（KD）と俗人の参事官，および，聖職者た
　る県宗教・教育参事官（Kirchen－und　Schulrat）から成る県宗教・教育監督委員会は，
　中級宗務官庁であり，1835年に廃止された宗務委員会の後身官庁であった．1874年に県
　　（KD）は中級内務官庁としての県（KH）に改組された．県宗教・教育監督委員会は廃
　止され，その教育事項は宗教省に，宗務事項は福音ルター派邦宗務庁に移管された．
　Blaschke　1958，　S，　42，　108，　114；　Schmidt　1966，　S，　223，’228－229，　261，　263－264，
　272　一　273，314－315；Kiein工983，　S，828；Blaschke　1983，　S，610，619－621；Blaschke
　1984，S．784－785，一1816年の命令（Codex　Augusteus　CCod，　Aug．），3，　Fortsetzung，
　LAbtheilung，　S．542）は1799年目命令を引陣して，中級官吏クライスディレクトルに言
　及している．これは，本領地域の県知事（K）に相当する，クヴェールフルト侯国
　　（ヴィーン会議によってザクセンから失なわれた副次的地域の一つ）の官吏である．
　Schmidt　1966，　S，35，したがって，これは県知事（KD）と同名であるが，まったく異な
　る．
［32コ1874年までの郡長については，本訳第3章第1節（1）を参照．
［33］管区（GA）については，本馬第3章第1節（5）を参照．
［34］1874年以後の郡については，口訳第3章第2節（1）を参照．
［35］1874年から改正都市自治体法上の都市においては一般的には市参事会が，保安警察
　に関しては市長が，その他の地域においては郡が警察官庁であった．村長（G）と中小
　都市の市長もいくらかの警察権を認められていた、郡独立都市（本訳第3章第2節
　　（1）参照）の保安警察官庁は各市の警察部，（Polizeiamt）であった．ただし，首都ド
　レースデンの保安警察権は1853年から内務省直属の警視庁（Potizeidirektion）にあっ
　た．LeuthoLd　l878，　S．132，154，156－157，161，165；Naundorff　1904，　S，155一一156，
　195，　198－199；　Fischer　1914，　S．147，　190；　H（orst）　Schlechte，　“Ministerium　des
　Innern”，　in：Kretzschmar　1955，　S，203－204，一1832年都市自治体法と！838年農村自
　治体法において規定された警察官庁の概略については，本心（1），193－194ページの
　訳者序言第2を参照．1765年から1831年までドレースデン市の警察権は，国家官庁たる
　警察委員会（PolizeikommissionないしPolizeikollegium）にあった．　Kgl，　Staat　1828，
　S，　195；　Schlechte，　in：　Kretzschmar　1955，　S．　203；　Klein　1983，　S．　836，　842，
［36］警務隊（Gendarmerie）は1810年目訓令によって創設され，1820年の訓令，1874年の
　命令．および1879年の命令によって再編成された．Cod．　Aug．，3．　Fort．，1，　Abt．，　S，
　460；GS　1820，　S．105；GS　1874，　S．234；GS　1879，　S，343．後者によれば，保安警察に
　関する国家官庁としての警務隊の権限は郡独立都市には及ばず，改正都市自治体法上
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　の都市に対しても制限されていた．GS　l879，　S．344，　Vgl，　Naundorff　1904，　S，163；
　Fischer　1914，　S．　190．
［37］医療制度に関して1865年の命令によって邦医務委員会（Landesmedizinalkollegium）
　が，獣医師に関して1903年の命令によって獣医師制度委員会（Kommission　fUr
　Veterinarwesen）が創設された．　Leuthold　1878，　S．113，133；Naundorff　1904，　S，
　157－158．両者は1912年に邦衛生部に統合された．Fischer　1914，　S，183，
［38コ1884年帝国傷害保険法の規定に基づく，1886年の告示によって，同業保険組合（Be－
　rufsgenossenschaft）の監督官庁として邦社会保険部（Landesversicherungsamt）が創
　設された．1889年帝国廃疾保険法によってこの官庁は廃疾保険施設（後注［39］）の監督
　官庁ともなった．1911年帝国社会保険法によって，下級官庁として社会保険部，中級官
　庁として各県（KH）に上級社会保険部（Oberversicherungsamt－1900年帝国廃疾保
　険法に基づく労働老保険調停裁判所（Schiedsgericht　fUr　Arbeiterversicherung）の後身
　官庁）が設けられた．Arthur　L6bner，　Zur　Geschichte　des　Sdchsischen　Landesver－
　sicherungsamtes　1886／1926，　Leipzig　1926，　S，　9，　18，　22，　24；　Satlov／Opitz，　in：
　Kretzschmar　1955，　S．　237，　VgL　Naundorff　1904，　S，　157，　343；　Fischer　1914，　S．
　97　一　98，
［39コ口れは，1889年帝国廃疾保険法に基づく廃疾保険実施官庁であった．ザクセンには，
　王国全域を対象とした邦廃疾保険施設（Landesversicherungsanstalt）が創設された．
　Lobner　1926，　S，　17；　Satlov／Opitz，　in：　Kretzschmar　1955，　S．　236．　Vgl，　Naundorff
　1904，　S．　353－354；　Fischer　1914，　S，　94－95．
［40］火災保険事項の監督官庁は1729年から救貧委員会（Kommission　fUr　Zucht一，　Armen－
　und　Waisenhauser）　（Rudolf　KUhn，　Das　Brandversicherungswesen　im　Kbnigreich
　Sachsen，　MUnchen／Leipzig　1913，　S．30），1787年から特別の監督委員会（Direktorial－
　kommission）（Cod．　Aug．，2．　Fort．，1．　Abt．，　S，859）であった．後者は1812年の命令に
　よって火災保険委員会（Brandversicherungskommlssion）（Cod．　Aug．，3．　FQrt．，1，
　Abt．，　S．503），1886年の法律によって火災保険室（GS　1886，　S．213．　Vgl．　Naundorff
　1904，’S，216；KUhn　1913，　S．174；Fischer　l914，　S．190，192）と改称された．
［41］1729年の訓令によって中央火災保険金庫（Generalbrandkasse）が設立された．これ
　は1784年の訓令によって火災保険協会（Brandversicherungssozietat），1835年の法律に
　よって本領地域不動産火災保険施設（Alterblandische　Immobiliarbrandversicherungs－
　ansalt），1848年の命令によって邦不動産火災保険施設（Landesimmobiliarbrandversiche－
　rungsanstalt），1886年の法律によって邦火災保険施設（Landesbrandversicherungsan－
　stalt）に改組．された．　KUhn　lg13，　S，29，46，85，126；Naundorff　1904i　S，212．後者の地
　方事務所は1910年の命令によって火災保険施設；事務所と呼ばれた．GS　1910，　S．375．
　Vgl，　Fischer　1914，　S，192．火災保険施設事務所の数は1912年に34，1913年と14年に36で
　あった．SHB　1912，　S．336－337；SHB　I913，　S．344－345；SHB　1914，　S，
　317－319，
［42］1861年にケムニッツ，ドレースデン，ライフ。ツィヒ，プラウエンとツィヅタウの5市
　に商工業者の団体として商業・営業会議所が設立され，これは1868年には商業会議所
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　　（Handelskammer）と営業会議所（Gewerbekammer）に分離された．　Blaschke　1983，
　S，638；Blaschke　1984，　S．788　一　789；Blaschke　1985，　S．596，このうちの営業会議所は
　1900年の法律によって，1897年帝国営業法上の手工業会議所（Handwerkskammer）の
　権限を委ねられた．Naundorff　1904，　S，158，304　一　305．　Vgl，　Fischer　lg14，　S，68，
［43コ1869年北ドイツ連邦営業法の規定に基づく，1872年の命令によって4人の工場・ボ
　イラー検査官（Fabriken－und　Dampfkesselinspektor）が任命された．　GS　1872，　S，
　413．Vgl．　Leuthold　1878，　S．134；Blaschke　l984，　S，789．一1891年帝国営業法の規定
　に基づく，1892年の命令によって13の工業検査委員会が設置された．GS　1892，　S，81，
　VgL　Naundorff　1904，　S．　156；　Fischer　1914，　S，　189　一190，
［44］その他に，償却・共同地分割全国委員会（Generalkommission　fUr　AblOsungen　und
　Gemeinheitsteilungen）も内務省の下部機関であった．　Blaschke　1958，　S．95；Schmidt
　l966，　S．223；松尾　1990，265ページ．一1876年以後の同委員会の機構改変について
　はGroB　1968，　S．132－133；松尾　1990，268ページを参照．
［45］宗教改革によるカトリック司教区の廃止の後マイセンとメルゼブルクに，同地の司
　教区の権限を引き継いで、宗務委員会（Konsistorium）が設けられた．メルゼブルクの
　宗務委員会は16世紀央にライプツィヒに移された．マイセンのそれは！7世紀初めに最
　終的にドレースデンに移され，最：高宗務官庁である宗教顧問会議と統合されて，上級宗
　務委員会と称された．Blaschke　l958，　S，23－24；Klein　1983，　S．813－814．上級宗務委
　員会は1828年には長官，副長官と上級宗務顧問官（Oberkonsistorialrat）から，1832年に
　は主任と宗務顧問官（Konsistorialrat）から成っていた．　Kgl．　Staat　1828，　S．216；
　Uebersicht　1832，　S．59．ドレースデンの上級宗務委員会とライプツィヒの宗務委員会は
　1835年に廃止され，宗教省の下にある中級官庁として邦宗務委員会が設けられた．二つ
　の旧宗務委員会が担当していた，婚姻事項を含む宗教事項の裁判権は，通常の裁判所に
　移管された．Blaschke　l　958，　S．95　．一　96；Schmidt　1966，　S．228，269，272－274；
　Blaschke　1983，　S．618，621－622，本訳（1），197－198ページの訳者序言注（9）をも参
　照．宗務委員会の名称を持つ，カトリヅク，改革派およびシェーンブルク家所領の宗務
　官庁は以下では考慮しない．邦宗務委員会は1874年に廃止され，福音ルター派邦宗務庁
　が福音派教会に対する，宗教省から独立した上部組織となった．Blaschke　1958，　S．98；
　Schmidt　1966，　S．229；Blaschke　1984，　S、795．廃止直前の邦宗務委員会には宗務参事官
　　（Konsistorialrat）の官職があった．　SHB　1874，　S，353．福音ルター派邦宗務庁の参事官
　と参事官補および教会監督の一部は19！4年に枢密宗務参事官（Geheimer　Konsistorial－
　rat），上級宗務参事官（Oberkonsistorialrat）ないし宗務参事官の称号を持っていた．
　SHB　1914，　S，　372－373．
［46コ宗教顧問会議と同名の宗教顧問官（Kirchenrat）の称号を持つ官吏が，1828年にすで
　に上級宗務委員会にいた．Kgl．　Staat　1828，　S，216，一1832年にはカトリック宗務局に
　宗教顧問官の，上級宗務委員会に枢密宗教顧問官（Geheimer　Kirchenrat）の，称号を持
　つ官吏がいた．Uebersicht　1832，　S．59，6ユ，一1837年にはカトリック宗務局に宗教心
　事官（Kirchenrat）の，宗教省と邦宗務委員会に枢密宗教参事官（Geheimer
　Kirchenrat）の，称号を持つ官吏がいた．　SHB　1837，　S．389－390，396．　一1914年には
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　ルター派教会監督とライプツィヒ大学神学部教授の中に，枢密宗教参事官ないし上級
　宗教参事官（Oberkirchenrat）の称号を持つ者がいた．SHB　1914，　S．　373　L　374，　380，宗
　務官庁としての権限を1874年以後も保持したバウツェン県（KH）には，枢密宗教参事
　官ないし上級宗教参事官の称号を持つ参事官がいた．SHB　1875，　S．274；SHB　1914，
　S．　297；　Fischer　1914，　S．　213－214；　MCartin）　Reuther，　“Landesarchiv　Bautzen”，　in：
　Kretzschmar　1955，　S，278，1910年以後の同県には，宗教参事官という官職があった．
　SHB　19iO，　S，　313；　SHB　1914，　S，　297，
［47コニつの旧宗務委員会の管内はいくつかの監督教区（Dibzese，　Ephorie）に区分されて
　いた．監督教区の頂点に立つ牧師が教区監督であった．Blaschke　1958，　S。43．この点
　は，地域の変更はしばしばあったけれども，1835年以後も変わらなかった．Blaschke
　1958，　S，　118，
［47a］本間（D，211ページ2行目の福音事項閣僚会議を福音事項閣僚協議会と改める．
［47bコ本訳（D，211ページ10丁目の県教会・教育監督委員会を県宗教・教育監督委員会
　と改める．
［48コ本訳第3章第2節（3）を参照．
［49コこれは，本章訳注［5コに示したように，1815年に枢密内局陸軍部から司令事項を引
　き継いだ官庁であり，司令事項と，かつて中央軍事裁判委員会（第一次．本章訳注
　　［51コ参照）に属していた陸軍司法事項とを管轄した。陸軍部が枢密内局の一部として
　行政官庁であったのに対して，枢密陸軍官房は常備軍に属した．枢密陸軍官房の長は国
　家書記官の称号を持ち，枢密内局の内局大臣と同格とされたが，その影響力は後者より
　小さかった．Kgt．　Staat　l8f9，　S．207；Hahlweg　l942，　S．15；Schmidt　1966，　S．90；
　Blaschke　l983，　S．610．この官庁と軍団参謀部（本章訳注［55コ）は国王参謀部（第二
　次．本章訳注［55］）に統合されたのち，1831年目陸軍省と軍団司令部に分離された．
　O（skar）　Schuster／F，　A．　Francke，　Geschichte　der　sdchsischen　Armee，　Leipzig　1885，
　Teil　3，　S，　28，　30，　404；　Claus　von　Bredow／Ernst　von　Wedel，　“Stammliste　der
　KOniglich　Sachsischen　Armee”，　in：　dieselbe，　Historische　Rang－und　Stammliste　des
　deutschen　Heeres，　Berlin　1905，　S，　1366，　1382－1383，　1385；　Anonym，　Kurze
　Mitteilungen　tiber　die　Entwicfelorng，　Tdtigkeit　und　AngehOrigen　des　KOniglich
　Sachsischen　Generalstabes，　（Niedersedlitz　1905，）　S，　8．　Vgl，　Schmidt　1966，　S，　232，
　枢密陸軍官房（第二次）の長は，1815年から30年までH．W，フォン・ツェッシャウで
　あった．Schuster　1885，　Teil　3，　S．4；Bredow　1905，　S．1382；Hahlweg　1942，　S，15．
［50］17世紀末にザクセンで常備軍が創設され，司令官として元帥が任命されて以来，司令
　権は元帥部（FeldmarschaUamt）にあった．　Schuster　l885，　Teil　l，　S．98；Bredow
　l905，　S，1356；Blaschke　1958，　S，24，元帥部は1774年に廃止され，75年以後は司令塔に
　関して数人の陸軍総監（Generaltruppeninspektor）が任命された．　Schuster　1885，　Teil
　2，S．166，184；Hahlweg　l942，　S，12－14，陸軍総監は1810年に廃止され，国王参謀部
　　（第一次．本章訳注［55コ）が司令官庁となった．Schuster　1885，　Teil　2，　S．302；
　Bredow　1905，　S，1363，1385，その権限は1815年に軍団参謀部（本章訳注［55コ）に，
　1830年に国王参謀部（第二次．本章訳注［55］）に，31年に軍団司令官に，49年に陸軍省
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　に，さらに67年からプロイセン国王の上級司令権の下でザクセン軍団（ドイツ帝国第十
　二軍団）司令官（Armeekorpskommandant）あるいはザクセン軍団司令部（Armeekorps－
　kommando）に移った．　Schuster　1885，　Teil　3，　S．28，30，69，136，404；Bredow　1905，
　S，　1366－1369，　1380，　1383，　1385；　Anonym，　Generalstab　1905，　S，　8，　11；　Schmidt
　1966，S．232，ザクセン軍団司令官はザクセン国王の推挙に基づいてプロイセン国王（ド
　イツ皇帝）によって任命された．Bredow　l905，　S．1368，　Vgl．　Naundorff　1904，　S．55；
　Fischer　lg14，　S，118．また，1899年にはザクセン第二軍団（ドイツ帝国第十九軍団）が
　設けられ，その軍団司令官が任命された．Bredow　1905，　S．1372，1390，
［51］軍事裁判所の構成は複雑であるので，以下では上級裁判所だけを概観する．陸軍にか
　かわる一切の事項を管轄する上級裁判所として，1789年に中央軍事裁判委員会（第一
　次．Generalkriegsgerichtskollegium）が設置された．これは1814年に廃止され，その権
　限はザクセン総督府直轄となり，15年には枢密陸軍官房（第二次）の軍事裁判部（Mili－
　targerichtsdepartement）に移された．　Schrnidt　1966，　S．51，89－90；Klein　1983，　S，
　826，上記軍事裁判部は1822年目廃止され，中央軍事裁判委員会（第二次）が設けられ
　た．これは，将官たる長官と軍法会議顧問官（Kriegsgerichtsrat）とから構成されてい
　た．Schuster　1885，　Teil　3，　S．21，これは常備軍に含まれたが，長官以外の顧問官は軍属
　と，他の行政官庁から派遣された文官であった．Kgl．　Staat　l828t　S，283－284；
　Schmidt　1966，　S．307，この委員会は1835年に廃止され，陸軍省の下に高等軍法会議
　　（Oberkriegsgericht）カミ設置された．これは軍属の高等陸軍法務官（Generalauditeur）
　と文官の参事官（全員が控訴裁判所参事官の兼任）とから成っていた．一般に軍法会議
　は刑事裁判権を持つだけであって，軍事犯罪に関してだけ陸軍省の，他のすべての刑事
　犯罪については法務省の，監督を受けた，このようにして軍事裁判所は通常裁判所に部
　分的に近付けられた．Schmidt　1966，　S．　301，303，307；Blaschke　1983，　S．618，高等軍法
　会議の構成は1862年の法律によって高等陸軍法務官（軍属），高等軍法会議参事官（Ober－
　kriegsgerichtsrat一軍属），大審院参事官，（Oberappellationsrat）兼任の裁判官と参謀
　将校に変更された．Gε1862，　S．70．北ドイツ連邦憲法の規定に基づく，1867年の命令に
　よって陸軍省の下に高等陸軍法務部（Generalauditoriat）と軍団に軍団法廷（Korps－
　gericht）がっくられた．前者は高等陸軍法務官（軍属），軍法会議参事官（Kriegs－
　gerichtsrat一軍属）と，大審院参事官（1877年目司法制度改革の後には邦高等裁判所
　参事官〔Oberlandesgerichtsrat〕）を兼ねる参事官によって，後者は軍団司令官と軍団法
　務官（Korpsauditeur一軍属）によって構成された．　GS　1867，　S．398，410，425．
　Vgl，　Schuster　l885，　Teil　3，　S，149－150．高等陸軍法務部はSHB　1874，　S，320におい
　てもSHB　1899，　S，777においても高等軍法会議と記されている．このようにして軍法
　会議はフ。ロイセンのそれに「適応させられ」た．Blaschke　1984，　S．793．一1898年帝国
　軍法会議法によって帝国には，将官を長とする帝国最：高軍法会議が，各軍団には軍団司
　令官の下に高等軍法会議が設けられた．後者は高等軍法会議参事官（Oberkriegsge－
　richtsrat）と将校から成っていた．軍法会議参事官は将校とともに，師団長ないし連隊長
　の下に設けられる軍法会議の構成員となった．Naundorff　1904，　S．57・一・58；Fischer
　1914，S．128－129，したがって，陸軍省下の高等陸軍法務部は廃止された．　Bredow
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　　1905，　S，　1375，
［52コ　「ザクセン改革」以前にはドレースデン衛戌軍（Gouvernement）とケーニヒシュタ
　　イン要塞は常備軍に含まれていた．Schuster　I885，　Teil　3，　S．16，ドレースデン衛戌軍は
　　1832年にもそうであったが，37年には陸軍省の管轄の下に移っていた．Uebersicht
　　l832，　S，70；SHB　f837，　S，369，衛戌軍司令官と要塞司令官は1903年から常備軍の一部
　　となった．SHB　1903，　S．865．　VgL　SffB　1902，　S．837、
［53］常備軍に属していた（Kgl．　Staat　1828，　S．293）上級軍事建設部は，183！年に陸軍省
　　の管轄に移された．これは67年まではあった（SHB　1867，　S．458）が，70年にはない．
　SHB　1892／93，　S．625には陸軍省の下位官庁として軍事建設局（Militarbaudirektion）
　　が記載されているけれども，その前後の年にはない．1905年以後は多くの陸軍建設部
　　（Militarbauamt）があった．　SHB　1905，　S，522；SHB　l914，　S．482－483，
〔54］これは「ザクセン改革」以前には常備軍に含まれていた．Schuster　1885，　Teil　3，　S．
　　15，しかし，本文に記されているように，そののち陸軍省の管轄に移った．さらに，
　　1869年に砲弾・兵略本部（Direktion　der　vereinigten　Artilleriewerkstatten　und　Depots）
　　に，99年に造兵廠（Zeugmeisterei）に改組されたが，陸軍省の下にとどまっていた．
　Schuster　1885，　Teil　3，　S，　154；　Bredow　1905，　S．　1425，
［55］すでに17世紀前半に陸軍指導部（Generalstab）が設けられた．それは，戦役毎に任命
　　される陸軍司令官の下で陸軍行政事項と司令事項を管轄する，すべての高級将校と軍
　属の集合体であり，17世紀末には恒常的な組織となったが，1810年に廃止された．
　Anonym，　Generalstab　1905，　S，3－4，6．「今日の意味における陸軍参謀部」は国王参謀
　部（第一次．KOniglicher　Generalstab）として1810年に設立され，15年に軍団参謀部
　　（Generalkommandostab）に，30年に王国参謀部（第二次）に改組されたのち，31年に
　廃止され，参謀（これをUebersicht　1832，　S．70もSHB　1847，　S、231も軍団参謀部と
　表現している．Vgl．　Schmidt　1966，　S，233）は軍団司令官の下に配属された．　Schuster
　1885，　Teil　2，　S．　296；　Teil　3，　S，　28，　30，　404；　Bredow　1905，　S．　1363，　1366，　1383，　1385；
　Anonym，　Generalstabユ905，　S．7．陸軍参謀部は1849年に新設された．　Schuster　1885，
　Teil　3，　S．69，404；Bredow　l905，　S，1383；Anonym，　Generalstab　1905，　S．　l　l．これは軍
　団司令部にではなく，陸軍省に所属した．Schmidt　1966，　S．235；Blaschke　1983，　S．
　628．北ドイツ連邦加盟とともにザクセン軍団参謀室ないし参謀部（Kommando－Stab
　bzw．　Generalstab　des　Armeekorps）も置かれ，1867年から，ザクセン第二軍団が創設さ
　れた1899年までは，陸軍参謀部部長（Chef）はザクセン軍団参謀長ないし参謀部長
　　（Stabschef　bzw，　Generalstabschef　des　Armeekorps）を兼任していた．Bredow
　1905，S．1384；Anonym；Generalstab　1905，　S．16，陸軍参謀部の上位官庁はSHB
　1914，S．443においても軍団司令部ではなく，陸軍省であった．
［56］1902年までは国王付き副官（KOniglicher　Adjutant）は，陸軍省の管轄下にある官職
　であったが，1903年から侍従武官（KOnigliches　militarisches　Gefolge）はr国政便覧』
　において陸軍大臣より上位に記載されている．SHB　1902，　S，835；SHB　1903J　S．850．
［56a］これは本州（1），214ページ7行目の無任所大臣への追加訳注である．これはH，
　G．ラォン・カルロヴィッツのことである．彼は1834年に内務大臣となり，36年から40
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　年までは宗教大臣であった．Schmidt　1966，　S．115．　Vgl．　Klein　1982，　S．11L　113；
　Blaschke，　“Anhang．　Minister　des　Ktinigreichs　Sachsen　1815－1918”，　in：　Klaus
　Schwabe　（Hrsg．），　Die　Regierungen　der　deutschen　Mittel一　und　Kleinstaaten
　1815一　1933，　Boppard／Rhein　1983，　S，　286．
［57］本章訳注［87］①を参照．
［58コこれは，選帝侯直属の官庁として1707年に創設された上級財務検査室（Oberrechen－
　kammer）が1734年前改組されたものである．Blaschke　l958，　S．22－23；Schmidt
　I966，　S．51；Klein　l　983，　S，820－821，これは1828年に主任，専任の上級会計顧問官
　　（Oberrechnungsrat）と兼任の顧問官から，41年に主任（欠員），専任の上級会計参事官
　　（Oberrechnungsrat）と兼任の参事官から，構成されていた．　Kgl．　Staat　I828，　S，
　215i　SHB　！841，　S．　37．
［59］これの権限は，1877年目命令によって，さらに，1904年の法律によって強化された．
　E〔va〕Enke／K〔arl〕Jager，“Gesamtministerium”，　in：Kretzschmar　1955，　S．171，これ
　は1877年に主任と上級会計参事官から，1903年に長官，副長官と，枢密上級会計参事官
　　（Geheimer　Oberrechnungsrat）の称号を持つ参事官から，1914年には長官，副長官
　と，枢密財務参事官の称号を持つ報告参事官から，構成されていた．SHB　1877，　S，
　34；SHB　1903，　S，275；SHB　1914J　S．75，　Vgl，　Fischer　1914，　S．246．（枢密上級会計参
　事官は1914年にはいない．）
［60］これは枢密内局文書室（Geheimes　Kabinettsarchiv），枢密院（第一次・第二次）と枢
　密顧問会議の枢密文書室（Geheimes　Archiv），本領警察委員会の文書室（1847年．ただ
　し，封関係文書は封官庁に引き継がれた後，1923年にこの文書館に移された．）などを
　統合したものである、枢密財務委鼻会の財務文書室（Finanzarchiv）は大蔵省に移され，
　1873年に国立中央文書館に移管された．G，　Meinert，“Geheimes　Archiv”，　in：
　Kretzschmar　1955，　S，　59－61；　H，　Schlechte，　“Geheimes　Kabinett”，　in：　Kretzschmar
　1955，　S，　95－96；　H［arald）　Schieckel，　”Geheimes　Konsilium”，　in：　Kretzschmar　1955，
　S，　114；　K，　Blaschke，　”Landesregierung”，　in：　Kretzschmar　1955，　S，　128，　133；　A，
　Opitz，　“Finanzarchiv”，　in：　Kretzschmar　1955；S．　143；　Blaschke　1958，　S．　93；　Schmidt
　1966，S，238，〔邦議会宛請願書を含む〕邦議会（L）文書は，1937年ないし43年にここに
　移された．H．　Schieckel，“Standlsche　Akten”，　in：Kretzschmar　l955，　S，250，全国償却
　委員会の承認した償却文書は，1948回転ようやくここに引き渡された．松尾　！990，
　268ページ．一なお，この文書館は1945年にザクセン州立中央文書館，1965年に国立
　ドレースデン文書館と改称されたが，ドイツ連邦共和国への併合の後ふたたびザクセ
　ン州立中央文書館に改組される予定とのことである．本訳の原文の引用はすべてド
　レースデン国立文書館である．
［61］本訳（1），191ページの訳者序言第1を参照．
［62］　r法令集』に収録されていない，1831年の布告によって設置された宮内省は，枢密内
　局に従来属していた宮廷諸部門（その中には王立〔現在の国立ドレースデン〕管弦楽団
　と王立〔現在のゼソパー〕歌劇場があった．）と，王家世襲財産の中の王国コレク・7．ヨソ
　　（本章訳注［74a］参照）以外の部分（王宮など）とを，国家予算に計上された宮廷費
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でもって管理・運営した．宮内大臣は多くの場合において現職国家大臣か前国家大臣
であった．宮内大臣に次ぐ宮廷官吏は1832年には宮廷参事官であったが，1847年以後
1914年までは本省参事官（1914年には枢密参事官の称号を持っていた．）であった．
Uebersicht　1832，　S，　5；　SHB　1847，　S，　20；　SHB　1914，　S，　59；　Schmidt　1966，　S，
238－239；Klein　1982，　S，107．一一宮内省の宮廷官吏は枢密内局から移された．．
Schmidt　1966，　S．239，ただし，内局官房書記官（本章訳注［11b〕）なる官職は1828年
にはなかった．Vgl，　Kgl，　Staat　1828，　S，86，宮内省はr国政便覧』において常に王族の
次に記載されているけれども，宮廷官吏は国家官吏ではなく，国王と私的雇用関係にあ
る職員であった．Naundorff　l904，　S．224；Mayer　1909，　S．69．
《第2節》
［63］本章訳注［2コを参照．
［63a］1826年にザクセンの高級官吏となった彼は，1805年から22年までライプツaヒの商
　業企業の顧問弁護土であり，18年には同市で最初の取引所規則と仲買人規則を起草し
　た．Schmidt　l966，　S，118，「ドイツ商人・工場生産者協会」の理論的指導者フリードリ
　ヒ・リストと1819－20年に対立したのが，「Leipzig大市を地盤とする」このグルーナー
　であった．松田智雄，『ドイツ資本主義の基礎研究』，岩波書店，工967年，117，126ペー
　ジ；小林昇，r経済学史著作集』，第8巻，未来社，1979年，55ページ．グルーナーを布
　民の代表とする，本論文著者の見解に対しては，さらに本縄（1），196－197ページの訳
　老序言第3を参照．
［63b］「九月騒乱」前後に前注グルーナーとともに改革派官吏の指導者であった彼は，土地
　改革立法，とくに，1832年償却法と委託地代銀行法の起草に深くかかわり，長年にわ
　たって委託地代銀行を主宰した．Schmidt　1966，　S，玉05，129－130，149；GroB　1968，　S，
　97　一98，
［64コオーバーアムト統治委員会（本訳第3章第1節（3）参照．ただし，この官庁の訳語
　は改めた．）は1828年には長官とオー・〈　一アムト統治委員会顧問官（Oberamtsregie－
　rungsrat）から構成されていた．Kgl．　Staat　1828，　S．262．　Vgl．　Reuther，　in：
　Kretzschmar　1955，　S，　277，
［64aコこれは本訳（1），153ページ21行目の陸相への追加訳注である．陸軍大臣は48年3月
　13日までオッペルであり，3月17日にホルツェソドルフが任命された．しかし，彼は4
　月14日に辞任し，同日オヅペルが再度陸軍大臣となったが，8月4日には辞職した．8
　月6日に陸軍大臣となったのがプットラルであった．Hellmut　Kretzschmar／Horst
　Schlechte　（Hrsg，），　Franz6sische　und　sdchsische　Gesandtschaftsberichte　aus　Dresden
　und　Paris　1848－1849，　Berlin　1956，　S．　65，　121，　144．
［64bコこれは本職（ll），153ペーージ24行目の内相への追加訳注である．三月内閣の内務大臣
　には3月16日にプフォルテンが任命された．しかし，3月23日にはオーバーレンダーが
　内務大臣となった．プフォルテンは3月25日目外務大臣兼宗教大臣に就任した．
　Kretzschmar／Schlechte　1956，　S．　53，　65．
［65］1848年11月の法律は，陪審員（Geschworner）の関与する裁判所の名称を規定してい
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　ない．GS　1848，　S．299．
［65a］著者からの回答によれば，ウ“エーバーはボイストを48年3月13日に大臣に推挙した
　が，それの実現は49年2月であった．
［65bコこれは本訳（ll），156ページ27行目から157ページ1行目にかけての「4月30日」へ
　の追加訳注である．3人の大臣の中のヘルトについては著者は本訳（1），214ページ18
　行目では5月2日と記している．Kretzschrnar／Schlechte　l956，　S，251とADB，　Bd，
　IL工880，　S．680も5月2日説である．他の2人の大臣工一レンシュタインとヴァインリ
　ヒは4月30日に辞任した．Kretzschmar／Schlechte　1956，　S，304．
［66］点訳（1），190ページの訳者序言第1を参照．
［67］特別管区長は，管区（A）の一種である特別管区（Kreisamt）の長であった．管区
　　（A）と同種の，その他の地方官庁の名称については，松尾　1990，4ページを参照．
［68］これは1851年民兵団法（本章訳注［25］を参照．）のことであろう．
［68a］　ADB，　Bd，　49，　1904，　S，　144；　IVDB，　Bd，　5，　1961，　S，613．；　Sdchsische　Lebensbilder，
　hrsg，　von　der　Sachsischen　Kommission　fUr　Geschichte，　Bd，　2，　Leipzig　1938，　S．　164；
　Klein　1982，　S．111とBlaschke，“Anhang，　Minister”，　in：Schwabe　1983，　S，287によれ
　ばフリーゼンの内務大臣辞任は1852年であった．ボイストの内務大臣就任の年につい
　ては，Sdchsische　Lebensbilder，　Bd．2，1938，　S，4およびBlaschke，“Anhang，
　Minister”，　in：Schwabe　1983，　S，285の1852口説と，A∠）B，　Bd．46，1902，　S．504；
　NDB，　Bd，2，1971，　S，198および口訳（1），214ページの1853年説とがある．
［68b］これは本訳（H），163ページ16行目の刑事訴訟法と刑法典への追加訳注である．それ
　の公布は1855年であった．GS　1855，　S，180，322．　Vgl，　Blaschke　1983，　S，637，
［69］これは，王子（後の国王）ヨ・・ンが1845年8月にライプツィヒ市を訪問した時，精神
　の自由を求める大衆デモに対して軍隊が発砲し，8人の市民が死亡した事件である．
　Roland　Zeise，　”Die　bttrgerliche’Umwtilzung”，　in：　Karl　Czok　（Hrsg．），　Geschichte
　Sachsens，　Weimar　1989，　S，　350，　Vgl，　KOtzschke／Kretzschmar　1965，　S，　333，
［70］統計局の前史については松尾　1990，21ページ；H．Kiesewetter，“Quellen　zur
　historischen　Statistik　des　Kdnigreichs　Sachsen　im　lndustriezeitalter　（1750－1914）”，
　in：　Wolfram　Fischer／Andreas　Kunz　（Hrsg，），　Grundlagen　der　historischen　Statistik
　von　Deutschland，　Opladen　1991，　S．153－154を参照．これは1905年に邦統計部（Sta－
　tistisches　Landesamt）と改称された．　Kiesewetter　1991，　S，ユ95．なお，1867年にはな
　かったが，国有化の進展にともなって1870年には国有鉄道庁にも，同名の統計局なる組
　織があった．SHB　1867，　S．336　一　337，348；SHB　1870，　S，323；SHB　1914，　S，213，
［71コ1831年憲法によって農民も職業別団体を組織できることとなり，その後略年のうち
　にいくつかの農業協会が結成され，以後その数はさらに増加した．農業協会の全国組織
　として43年に農業中央協会（der　landwirtschaftliche　Hauptverein）が創設され，後者は
　1850年に農業協議会（Landeskulturrat）に改組された．GroB　1968，　S．158；松尾
　1990，269ページ．その後の再編成についてはBlaschke　1984，　S．789；Blaschke　1985，
　S．596；松尾　！990，269ページを参照．
［71a］これは，本膳（a），165ページ25行目の邦統治委員会への追加訳注である．これと同
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　じ名称を持つ邦特別委員会（1807－25年）については本章訳注［6コを参照．
［71bコこれは本訳（ll），168ページ11行目の書物への追加訳注である．その編者代表は
　Ernst　Engelbergである．
［71c］これは本訳（ll），169ページ4行目と6行目および（m），120ページ2行目の書物へ
　の追加訳注である．これはSachsische　Kommission　fUr　Geschichteによって編纂され
　た．
《第3節》
［72］本訳第2章第4節を参照．
［73］1868年の法律によって設置されたのは，陪審部（Schwurgericht）である．GS　I868，
　S，　1208，
［73a］これは，著者からの回答によれぽ，「単独責任制的」とすべきものである．
［73b］これは公式には本省第一局局長であった．　SHB　1900，　S，344．
［73c］これは本職（m），100ページ24行目の所得税への追加訳注である．1848年には同年11
　月の命令によって臨時所得税が徴収された．GS　1848，　S．291－292，　Vgl、　Hoffmann
　l906，　S．68．一74年の法律によって，人税および営業税と並ぶ所得税が75－76年につ
　いて定められ，77年の訓令によって前二者が廃止された．78年の法律によって地租の税
　率が引き下げられ，こうして所得税が主要な直接国税となった．Hans　von　Nostitz，
　Grundtuge　der　Staatssteuern　im　KOnigreich　Sachsen，　Jena　1903，　S．　91－94；
　Hoffmann　1906，　S，　83　一86，
［73d］これは本訳（皿），104ページ3行目のシューリヒへの追加訳注である．主席国家大臣
　は91年から95年までチェメル，95年から1901年までシューリヒであった．Klein　1982，
　S．107．SHB　i890／9L　S．168がファブリスを，　SHB　1892／93，　S．182ないしSHB
　1896，S．214がチュメルをJ　SHB1897，　S，222がシューリヒを主席国家大臣として記
　崩しているのは，『国政便覧』の発行期日の関係からである．
［74コ31年憲法の規定に基づいて邦議会（L）が大臣を告訴できる国事裁判所（Staatsge－
　richtshof）は，国王任命の長官と裁判官6人，および，邦議会（L）上・下両院が指名す
　る，3人ずつの裁判官から構成された．しかし，この裁判所はほとんど活動しなかっ
　た．Schmidt　1966，　S，248　一　250；Blaschke　l983，　S．616，
［74aコこれは「ザクセン改革」以前から，そして，1832年にも王国コレクションと呼ばれて
　いたものであり，1837年にはすでに王国文化・科学コレクション〔現在その主要な部分
　は国立ドレースデン・コレクションとなっている．〕と改称されていた．絵画館〔現在
　のアルテ・マイスター絵画館など〕，磁器コレクション〔現在も同名〕，図書館〔現在の
　ザクセン州立図書館〕などを含んでいた．これは31年憲法によって王家世襲財産とされ
　たが，王宮などの他の王家世襲財産と異なって，宮内省ではなく，内務省によって管理
　され，王室費ではなく，一般の行政予算によって運営された．43年以後は内務省から分
　離されて，r国政便覧』において閣僚会議より前に記載されるようになった．43年から
　53年までは国家大臣の1人が主任であった．53年から69年までは宮内省と内務省の共
　同監督の下にあり，69年から，国家大臣1人を含む王国文化・科学コレクション管理庁
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　　（Generaldirektion　der　KOniglichen　Sammlungen　fUr　Kunst　und　Wissenschaft）が管理
　した．80年以後この管理庁の構成メンバーの！人は，枢密宮廷参’拝上の称号を持つ報告
　参事官であった．Uebersicht　1832，　S，49；SHB／837，　S，321；SHB／843，　S．180；
　SHB　1850，　S，　39；　Naundorff　1904，　S，　102－103；　Mayer　1909，　S．　84　・一一　86；　lt’ahrer
　durch　die　Staatlichen　Sammlungen　zu　Dresden，　hrsg，　vom　Ministerium　des　Kultus
　und　Offentlichen　Unterrichts，　14，　AufL　Dresden　1920，　S，　XIV－XV；　Schmidt　1966，　S．
　238，
［75］本章訳注［18］を参照．
［76］1832年都市自治体法と1873年改正都市自治体法に基づいて都市は條令を定めて，複
　数の市長の最上位の者に上級市長の称号を与えることができた．GS　1832，　S，66；
　Mayer　1909，　S．　286，
［77］本日（1），190ページの訳者序言第1を参照．
［78］著者からの回答によれば，これは極右派のことである．
［78a］これは本訳（皿），117ページ21行目のヴィルスドルフへの追加訳注である．1914－15
　年の陸軍大臣はA．フォン・カルロウ“イッツであった．AVDB，　Bd，3，1957，　S，144；
　Klein　1982，　S．115，ヴィルスドルフはその後任者である．ただし，　Blaschke，“Anhang．
　Minister”，　in：Schwabe　1983，　S，286によれば，カルロヴィヅツは14年11月には辞任し
　ている．
［79コこれはHeldではなく，Heldtである．Kein　1982，　S．116；Blaschke，“Anhang，　Mini－
　ster”，　in：　Schwabe　1983，　S．　288；　Hans　Fenske，　“Anhang，　Minister　der　Freistaaten
　Sach－sen　und　ThUringen　1918　一　1933”，　in　：Schwabe　1983，　S，　327　；　Blaschke　1985，　S，　589．
［79a］これは本学（皿），117ページ24層目のギュンターへの追加訳注である．彼はドイツ民
　主党ないしドイツ民主派に属していた1Wilhelm　Kosch，　BiograPhisches　Staatshand－
　buch，　Bd，　1，　Bern／MUqchen　1963，　S，　436；　Blaschke，　“Anhang．　Minister”，　in：
　Schwabe　1983，　S．　287．
〔80］これはSybillenortではなく，ジビュレシォルト（Sibyllenort）である．ハのβ，　Bd，5，
　1961，　S，　577．
［80aコこれは本門（皿），119ページ17－18行目の書名の脱落補正である．25　Jahreの後に
　はsdichsischerがはいる．この書物はZur　Erinnerung　an　den　am　f，　Febr．1891　aus
　dem　Staatsdienste　geschiedenen　Staatsminister　Herm．　von　Nostitz－Wallwitzの副題
　を持つ．この副題から見ると，本訳（皿），103ページ23行目のノスティッツ＝ヴァル
　ヴィッツの辞任期日は誤りである．
［81コスウェーデンの名門貴族ヴァザ家の出身で，カロリーナとも呼ばれた．王子（後の国
　王）アルベルトと1853年に結婚した．SHB　l903，　S，1．
［82］トスカナ大公家出身のルイーゼ．王子（後の国王）フリードリヒ・アウグストと
　1891年に結婚し，1903年に離婚した．SHB　19！4，　S，1，
［83コ王子（後の国王）ゲオルク．
［83aコこれは本曲（皿），121ページ21行目の書物への追加訳注である．これはInstitut　fUr
　Maxismus－Leninismus　beim　Zentralkommittee　der　SEDクこよって編纂された．
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［83b］これは本訳（HI），121ページ25行目のZentratarchiv　der　DDR　Potsdamへの追加訳
　注である．ドイツ中央文書館は1973年にドイツ民主共和国国立中央文書館と改称され，
　同共和国の崩壊後，連邦文書館ポツダム総支部となった．同総支部からの1991年9月4
　日付回答．
［83cゴこれは本訳（皿），工22ページ33－34行目，35－36行目の書物への追加訳注である．そ
　の編者はRobert　Volzである．
《第4節》
［84］1890／91年に閣僚会議（その称号は枢密参事官），福音事項閣僚協議会（枢密参事官），
　大蔵省（枢密財務参事官）と内務省（枢密参事官，枢密行政参事官および枢密医務参事
　官）の補佐官（Rt－Referent），ならびに，法務省（枢密法務参事官），宗教省（枢密
　参事官，枢密行政参事官および枢密教育参事官）と外務省（枢密参事件および枢密外務
　参事官）の本省参事官（SHB　f890／91，　S，168，169，241，430，179，549，605，一本節
　に関する以下の訳注にページ数だけが示されている場合，それはその年のUebersicht
　ないしSHBのページ数である．）は1892／93年には報告参事官（その称号は枢密参事
　官．枢密法務参事官，枢密財務参事宜，枢密行政参事官，枢密教育参事官あるいは枢密
　外務参事官）と改称されていた。S，182，183，194，258，466，547，612，陸軍省に報告参事
　官が任命されるのは1894年（S，655）である．王国文化・科学コレクション管理庁のメ
　ンバーに報告参事官がすでに1880／81年に含まれていたことは，本章訳注［74aコで述べ
　た．会計検査室も1906年（S．161）には報告参事官（その称号は枢密上級会計参事官）
　を持っていた．
［85コこれは，Abteilungsvorstand（内務省と陸軍省），　Abteilungschef（陸軍省）あるいは
　単にDirektor（いくつかの省）と呼ばれる高官を含めると，1832年に大蔵省（S．25．枢
　密参事官の称号を持つ者と称号をまったく持たない者．一一一彼らは31コ口枢密財務委
　員会の部主任から移された．Schmidt　1966，　S．219）に，37年に内務省（S，334－336，
　その称号は枢密参事宮と枢密行政参事官．一彼らは35年に本領内務委員会から移さ
　れた．Schmidt　1966，　S，222　一　223）に，74年に法務省（S．43．枢密参事官）に，
　86／87年に陸軍省（S．461．枢密参事官と軍人）に，96年に宗教省（S．613．枢密参事官）
　に，任命されていた．外務省には1914年にも本省局長はいない（S，433）．1914年の本省
　局長は，陸軍省を除けば，すべて枢密参事官の称号を持っていた（S．83，149，292，
　371）．
［86コ1832年にまったく見られないこの官職は，37年には大蔵省（その称号は枢密財務参事
　官）と外務省（枢密外務参事官および外務参事官．以上，S，198，414）に，39年には法
　務省（枢密参事官および枢密法務参事官），陸軍省（枢密陸軍参事官および軍人）と宗教
　省（枢密宗教参事官，枢密宗教・教育参事官および宗教参事官．以上，S，65，271，287）
　に，45年には内務省（枢密参事官，枢密行政参事官，枢密医務参事官など．S．193）に
　任命されていた．ただし，本省参事官の代わりに内務省では57年から補佐官（Rt．枢密
　行政参事官および枢密医務参事官．S，262－263）が，大蔵省では75年から参事官（枢密
　参事官，枢密財務参事官など，S．105）が，82／83年から補佐官（Rt．枢密財務参事官．
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　S，206）が任命された．これらが，陸軍省を除いて，92／93年に報告参事官と改称された
　ことは，本章訳注［84］で言及した．陸軍省には84／85年までは本省参事官がいる（S．
　445．部長は本省参事官に含められている．）が，86／87年からは部長（Abteilungsvor－
　standあるいはAbteilungschef，枢密陸軍参事官および軍人．　S．461）しかいない．
　92／93年に補佐官（Rt．　S．620）が任命された．さらに，宮内省に1847年から，本省参事
　宮の名称を持つ宮廷官吏がいたことは，本章訳注［62］で記した．
［87］この一覧表について注記しておきたいことが，いくつかある．本省局長については本
　章訳注［85］を参照．①枢密補佐官．この官職名と官吏は31年に枢密院（第二次）から
　移された．Schmidt　l966，　S，237，この官吏は32年（S，9）から39年（S，44）までは称号
　を持たないが，41年（S，36）から47年（S．39）までは本省参事官の称号を持つ．50年
　　（S．41）には，「枢密」も付かず，称号も持たない，単なる補佐官（Rr）．54年（S．51）
　から77年（S．37）までは，行政参事官の称号を持つ補佐官（Rt）．78年（S，33）には下
　級官吏だけがいて，補佐官はいない．80／81年（S．21）から90／91年（S．168）までは，
　枢密参事官（と枢密行政参事官）の称号を持つ補佐官（Rt）．報告参事官については本
　章訳注［84コ参照．旧年の官吏数および貴族（フォンの付く者）・平民別の内訳は一覧
　表の通りである．なお，福音事項閣僚協議会にも80／81年（S．22）から，枢密行政参事
　官（後には枢密参事官）の称号を持つ，閣僚会議と兼任の補佐官（後には報告参事官）
　がいた．②枢密法務参事官．この官職は31年目法務省の創設とともに設けられたが，官
　吏は31年と35年に上訴院（Appellationsgericht），高等宮廷裁判所（Oberhofgericht），ラ
　イプツィヒ陪審人裁判所（Schdppenstuhl），オーバーアムト統治委員会と本領司法委員
　会から移された．Schmidt　l966，　S，215．この官職名は39年における法務省本省参事官の
　設置にともなって，それの一部ないし全部の称号となった．ただし，70年の本省参事官
　　（S．130）は称号を持たない．旧年の，本省局長を含む合計数，および貴族・平民別の
　内訳は，1870年を除けば，一覧表の通りである．70年目は本省参事官と枢密参事官の合
　計は8人（すべて平民）であった（S，130）．なお，1870年には控訴裁判所と地区裁判所
　所長の各一部（S，141，157）が，75年中S．67，80）と78年（S．68，84）には地区裁判所
　所長の一部が，1914年には邦高等裁判所参事官と地方裁判所（Landgericht）担当検事
　の一部など（S。83　一　84，97，usw．）がこの称号を持っていた．③枢密財務参事官．この官
　職名は31年に枢密財務委員会から，官吏も主として枢密財務委員会から移された．
　Schmidt　1966，　S，219．これは37年における本省参事官の設置にともなって，それの一一一“部
　ないし全部の称号となった．本省局長と，本省参事官，補佐官（Rt）ないし報告参事官
　の中の枢密参事官と枢密財務参事官の合計数，および貴族・平民別の内訳は，45年と58
　年については一覧表の通りである．しかし，32年には10人（貴族8人と平民2人．S，
　25），70年目は14人（貴族8人と平民6人．S，216－217），86／87年には13人（貴族2人
　と平民！1人．S，219），1900年には14人（貴族2人と平畏12人．　S．344），そして，1914年
　には14人（貴族1人と平民13人．S，149）であった．なお，1914年には上級会計検査室
　の報告参事官（本章訳注［59］参照）および，関税庁の高官，租税大区参事官（Kreis－
　steuerrat）と国有鉄道庁の高官のそれぞれ一部が枢密財務参事官の称号を持っていた．
　S．154，174，207．④枢密行政参事官．この官職は内務省の創設とともに設けられたが，
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官吏は枢密院（第二次）と本領警察委員会から移された．Schmidt　1966，　S．　221，これは
45年における内務省本省参事官の設置にともなって、その一部ないし全部の称号と
なった．本省局長と，本省参事官，補佐官（Rt）ないし報告参事官の中の枢密参事官と
枢密行政参事官の合計数，および貴族・平民別の内訳は，32年，58年，70年と86／87年に
ついては一覧表の通りである．しかし，45年には5人（貴族1人目平民4人．S．193），
1900年には16人（貴族3人と平民13人．S，597），そして，19エ4年には16人（貴族1人と
平民15人．S．293．ただし，内務省のその他の参事官で，農業および工業担当の枢密行政
参事官の各1人〔平民．S．293〕を加えると，一覧表と同数となる．）であった．なお，
1874年には県（KD）の参事官の一部（S．245－247）そして，1914年には王国文化・科
学コレクション管理庁のメンバーの一部，王国図書館館長，国立文書館館長，県（KH）
の高官，郡長の一部，邦廃疾保険施設高官，警視庁高官，邦統計部部長（S．72，73，75，
297・一・299，300，303－304，313，322，348）が枢密行政参事官の称号を持っていた．さら
に，宗教省枢密行政参事官については本注⑥を参照．⑤枢密医務参事官．宮廷・医務顧
問官は31年に本領警察委員会から本領統治委員会に，35年に後者から内務省に移され
た（宮廷・医務参事官）．Schmidt　1966，　S．222，258．この官職は43年（S．203）まで宮
廷・医務参事官と呼ばれ，45年（S．193）から枢密医務参事官となった．これはr国政
便覧』において，内務省本省参事官，補佐官（Rt）あるいは報告参事官に含まれる場合
と，その他の参事官として記載される場合とがある．宮廷・医務顧問官なしい参事官ま
たは枢密医務参事ff　op数と貴族・平民別内訳は一覧表の通りである．なお，宮内省侍医
は37年（S．81－82．32年は不明である．）から45年（S．24）まで宮廷・医務参事官の称
号を持ち，47年（S．　25）からは枢密医務参事官の称号を持つ．45年以後の内務省と47年
以後の宮内省に，宮廷・医務参事官の称号を持つ者はいない．1914年目は邦衛生部のメ
ンバーとライプツィヒ大学医学部教授との一部がこの称号を持っている（S，336，382）．
ただし，この年の宮内省侍医は待命軍医正である（S．67）．⑥枢密宗教・教育参事官．
宗教省創設時の参事官は枢密宗教参事官と枢密宗教・教育参事官であり，官吏は本領
警察委員会，上級宗務委員会とオーバーアムト統治委員会から移された．Uebersicht
1832，S，57；Schmidt　1966，　S．226．これら2種の参事官は39年における宗教省本省参事
官の設置にともなって，その一部ないし全部の称号となった．74年の教育行政と宗務行
政の分離ののち宗教省の本省参事官は枢密参事官，枢密教育参事官（Geheimer
Schulrat）および枢密行政参事官（内務省参事官と同名）となった．　SHB　1875，　S，
389；Schmidt　1966，　S，229．以上の参事官と本省局長の合計数および内訳は，1914年置除
けば，一覧表の通りである．1914年には合計9人（すべて平民．S，371）であった．な
お，1874年（S．247）に県（KD）の参事官の一部は枢密宗教・教育参事官の称号を持っ
ていた、74年以後の枢密宗教参事官の称号については本章訳注［46コを参照．⑦枢密外
務参事官と外務参事官．この官職名と官吏は枢密内局外務部から移された．Schmidt
1966，　S．236．これは37年における外務省本省参事官の設置にともなって，それの称号と
なった．以上の参事官と枢密参事官の合計数および内訳は，45年目58年を除けば，一覧
表の通りである．45年（S，253）と58年（S，390）にはいずれも3人（貴族！人と平民2
人）であった．⑧枢密陸軍参事官．この官職名と官吏は陸軍行政室から移された．
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Schmidt　1966，　S，232，これは39年（S，271）における本省参事官の，86／87年（S．461）
における本省部長の創設にともなって，それの一部の称号（枢密参事官である場合もあ
る．）となった．37年（S，366）までの枢密陸軍参事官，39年（S．271）からの本省参事
官と86／87年（S，461）からの本省部長は軍人と軍属を含み，97年（S，706）からの報告
参事官も大体においてそうであった．37年までの枢密陸軍参事官，39年以後の本省参事
官ないし本省部長と，枢密陸軍参事官の称号を持…つ報告参事官（1900年には高等陸軍法
務官〔Justitiar〕）との合計数と内訳は，32年と45年については一覧表の通りである．し
かし，58年には5人（貴族2人と平民3人．S．348），70年には9人（貴族2人と平民7
人．S．465－466），86／87年には5人（すべて平民．　S．461），1900年には6人（貴族2
人と平民4人．S，774），そして，1914年には9人（貴族1人と平民8人．　S，
441－442）であった．なお，1914年（S．446，450）には常備軍経理部に，枢密陸軍参事
官の称号を持つ軍属がいた、⑨以上から，①一⑧で言及した本省高官の社会的出自は別
表のようになる．さらに，Schmidt　l966，　S，135一正36の付表をも参照．
　　　　　　　　　別表．本省高官の貴族（A）・平民（B）別出自
? ????
法務省 大蔵省 内務省i1）
内務省
i2） 宗教省 外務省 陸軍省
?
合
? A B A B A B A B A B A B A B A B A B 計
18322 3 8 2 3 5 3 2 2 3 1221 33
18451 3 7 5 1 4 4 2 2 1 2 2 3 14 2337
1858 1 1 4 6 7 2 3 2
﹈」
3 1 2 2 3 132538
1870 1 8 8 6 3 7 1 5 3 2 7 16 35 51
1886 2 7 2 11 3 9 1 5 2 5 7 4047
1900 2 8 2 12 3 13 1 6 2 2 4 9 46 55
1914 2 9 1 13 1 15 2 9 3 1 8 6 5864
（注）内務省（1）は枢密行政参事官，内務省（2）は枢密医務参事官を示す．
［88コこの表現はやや正確さに欠ける．本省局長相当の官吏は大部分が枢密参事官である
　が，そうでない者もいる（本章訳注［85コ参照）．それに対して，本省参事官相当の官吏
　は大部分が枢密……参事官であり，＝部分だけが枢密参事官である（本章訳注［86］参
　照）．なお，枢密参事官の称号は1877年に大審院副長官の一部に（S．51），78年に地区裁
　判所所長の一部に（S，68，84），1914年には各専門省本省高官の他に宮内省本省参事官，
　王室官房書記官，王国文化・科学コレクション監理庁のメンバーの一部，高等行政裁判
　所部長，上級会計検査室の長官と副長官，ライプツィヒ大学教授の一部，大使の一部な
　どに授与されていた（S，59，71，72，74，75，380－384，433　一　434）．
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